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BARAuI」 工 村 121

早

経 済 活 動

B鑽飩■■村は農業中心の村である。次の表は性別及び職業別に見たこの村の労働人口を示す。

表 3-1

性 別 O職 業 別 労 OfJ人 口・
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6
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1

2

4

1

1

1

3
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2
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男  子  女  子

185     3

59     1

3         1

6     -

6     -

b          l

5        -

6        -

4       -

4       -

1        4
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-     1

1     -

1    -

3     -

1     -

2     -

1          -

バー セ ン ト

58.03

18. 51

1. 24

1. 85

1.85

1.85

].54

1.85

1.24

1.24

1. 54

1.241

0。 31

0. 61

1. 24

0. 31

0. 31

0。 31

0。  92

0。  31

0. 61

0。  31

l耕   作   者

2農 業 労 働 者

3畜      産

4煉 瓦 職 人

5徴 税 記 録 官

6洗   濯   屋

7穀 類 卸 商

8木       工

9教      師

10店      員

ll清   掃   業

12理   髪   業

13ポ ンプ井戸運転助手

14日        傭

15酪   農   業

16刈 分 け 小 作

17自 動 車 運 転 手

18ギ ー 製 造 業

19仕   立   屋

20寺      男

21食 品 小 売 商

22ポ ン プ 井 戸 MII業 、



1

1

1

1

2

1

1

311

この表からも明らかなように,労働人口324人の うち, 188人 (58.03%)も の多 く

が耕作者であり,さ らに60人 (18。 51%)も の人が農業労働者である。このように,当村で

は農業が最も重要な職業であり=労働人日の76.85%も の人々がなんらかの形で農業に従事 し

ている .

ローダー及びパターンの大半は農業に従事している。ローダー●ヵ―ス トの全労働人口217

名中, 159名 (73っ 3%)力 I耕作者であり,さ らに 24名 (11%)力 農ゞ業労働者である。な

お,残余の15。 7%の人々は他の様々な職業に従事 している。すなわち,徴税記録官 5人,卸売

商 3人, 日傭い 1人,教師 2人,小売商 1人,店員 2人 , ポンプ井戸運転手伝い 1人,酪農業 4人

畜産業 1人 ,石工 6人, 自動車運転手1人,ギー製造業 1人,刈分け小作人 1人,仕立屋 3人,寺

男 1人,請負業 1人となつている。次にパターンの労働人口38名中, 25人が耕作者( 5人 が

農業労働者.卸売業に従事 している者 1人,教師 2人,材木屋 2人,小売商 1人,石工手伝い 2人

となつている。ジヤータヴア。カーストの労働人口33名中, 27名は農業労働者であり,耕作者

3人,煉瓦工 1人畜産業 1人,製糖業1人 となつている。

その他のカース トは一般に伝統的な生業を襲つている。バラーイー・ カーストの労働ス.口 8人

中, 6人は木工をしており, 1人が織工, 1人が畜産に従事している。バンギー。カーストの労働

人口7人中′清掃業以外の職業に就いているのは2人 のみである。

カハール 。カース トの者は搬水業をしており, ロハール 0カ ーストの者は鍛治屋, ドービー 。

カース トの者は洗濯屋でぁる。カーヤスト・ カース トの者は徴税記録官である。ナーイー0カ ース

トの労働人日10名中, 4人は理髪業に従事 し, 3人は農業労働者, 1人は耕作者, 1人は農村指

導員, 1人 は畜産に従事している。

0
l S村の職業別労働人口比率は次の通 り。()内は %。

耕作者 (35。 1),農業労働者 (33,5),小 売商 (8。 2)=木工業 (5.6),

清掃業 (5.6),製 陶業 (2. 7),勤め人 (2.9),洗 濯業 (1.5):鉄 鍛治 (0。

5),理髪業 (1.7)(S。 , P。 15)

23織   物   業

24鍛   治   屋

25ポ ンプ井 戸 運 転

26搬   水   業

27農 村 指 導 員

28木 材 卸 小 売 商

29製   糖   業

30煉   瓦   工

合     計
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K村の職業別労働人口比率は次の瀬り,

耕作者 r42.0),農 業労働者 (27.3),小 売商 (5.9),勤 め人 (14.3)

鉄鍛治 (5。 6),製陶業 (1.8),車 夫 (0. 7),行商人 (0. 7),仕立屋 (0.

4), 乳Zキ衡]千デ(0。  3), 日偏,(0. 3),(1豆 煎り芽宅(0. ‐7) (K. , p。  12)
G村の職 業別労働人口比率は次の通り。

耕作者 (44.2),刈 分け小作 (3.0),農 業労働者 (3.9),貸 地人 (0。 9)

勤め人 (33.4),皮 革業 (0.3), 自転車修理業 (0。 3),製陶業 (0.8),運

転手 (3.3), 日備 (4.5),牛 手L販売業 (3.9),商 業 (1.5)

大別して農業に従事するもの52%,そ の他 48%と なつている。 (G., P。 90)

職業とコミユニテイー

次表は職業とコミユニテイーとの関係を示すものである。・

表 3-2
カース トと職業

職     業   1 2 3 4 5 6

1耕   作   者

2農 業 労 働 者    1

3紡       織  ■

4畜       産  1

5木      工  6

7

5

27

■

8 91011 12 合

■ ■59      25

3 24      5

6穀 類 卸 商

7ポ ン プ井 戸 運 転

8洗   濯   屋

9清   掃   業

10日        備

ll鍛   治   屋

12搬   水   業

13徴 税 記 録 官

14製   糖   業

15煉   瓦   工

16農 村 指 導 員

17教       師

18理   髪   業

19木 材 卸 。小 売 商

20食 品 小 売 商

計
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21店      員

22煉 瓦 職 人

23ポンプ井戸運転助手

24酪   農   業

25刈  分  け 小  作

26自 動 車 運 転 手

27ギ ー 製 造 業

28ポ ン プ井 戸 掘 業

29仕   立   屋

30寺      男

合     計
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l Lrhai,2 Braぬ mb,3 1hal=i,4 DhObi(Hindtl),5 mar,6 1ttyastha,7」 atava,

8 1fai, 9 Lodl■ey RajlDut, lo ILollar, 1l Pathan, 12 ‐ obi(1魚,S■im)

女

4

子

年
　
齢
　
層

60歳以上

35-59

15-34

0-14
■4o   ■2o   loo

S村 の住民の職業とコミユニテイーとの関係は次の通り,

０
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職業＼ 1 2 3
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農業労働
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職
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理
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産

仕

弁 護
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歌

合  計

l Brahmin,2 Rajput,3 Khattri,4 Rorh,5 Gadaria,6 Ba■ lla i,7 ■Ohar,8

10DhObi,110ham〔 tr,1214bhtar,13Alrlsari,14Tol■
,15Nai,16h4Lrasi,1 7Firai

(S.

376

Kuttr,9 mar,

PP.15-16)

職業世襲制の変「ヒ・

上記の表 (3-2)は,いろいろなコミユニテイーにあつては職業の世襲制に変化の生じている

ことを明示 している。ローダー Cカ ース トは従来,耕作者′ もしくは,農業労働者であつたが,今

日ではこのカース トに属する者のうち6人が煉瓦職人になつており, また, 6人が徴税記録官に,

4人が酪農業に, 3人が仕立屋に, 2人が教師に, 3人が卸売商に, 2人 が店員になつている。そ

のほか,次の職業1/c従事している者が各 1名 いる.す なわち,畜産業, 日傭,食品小売,ポ ンプ井

戸運転助手, 自動車運転手,ギー製造業, ポンプ井戸運転,寺男といつた如 (で ある。

パクーンも従来,耕作者,あ るいは,農業労働者であつた力ヽ 教師になつている者が2名‐店

員になつている者が 2名,小売商が 1名,穀類卸売商をし′ている者が1名いる。ジヤータヴアoカ

ース トの 1名は製糖業に従事しているが, これはこのカース トの世襲の生業ではない .

バラーイー, ヵハール,カ ーヤス ト, ローハール及び ドービーといつたヵ―ス トの者はすべて

世襲の職業に従事している ,

バンギー●カース トのうち1名は農業労働者, 1名は日備となつているが,他はカース ト固有

の職業,すなわち,清掃業に従事している.

ナーイー 。カース トのうち6名は世襲の職業を離れてしまつている。

0
1 時代や情勢の変化によリー部カーストにあつては世襲の職業に変化を来たしている。ブラー

フマンはほとんどが本来の職業を離れ耕作に従事している.Tol■ は元は搾油を生業としていたの

であるが,牛を飼い牛乳を販売 している。Dhobiは 世襲の洗濯業に今なお従事しているが,製靴を

本業としてきた Chalna rは,その過半数 (64。 9)力 農ゞ業労働者となつている。 (S。 ,P,16)
G村においては, 1951年 に人日の91.2%も が農業 もし〈は農業に関連 したものを生活

の糧と[て いた。それが1961年 時にその約半分に減じたについては次のような要因が考えられ

24



る.Q)G村 から2マ イルばかりの距離にある Shahd raに 産業が興つてきたために農業労働者を中心

として工場労働者となる者が11て きていること。以前′村で清掃人とL´ て働いていたのが市役所の

衛生局の職員として勤務するようになつてきている。 Smmraに
l~9」 〈者がこの村に定住するように

なつてきている,な ど.12)毎年洪水による被害をもたらし́ていたジヤムナー河に築堤が行われたこ

と、洪水の不安がなくなつたため恒久的な住宅等の建設が促進されてきている.換金作物を栽培す

るようになり,ま た,化学肥料や改良農機具を使用するようになつてきた。(D Do■ h■ Lnd Rofoms

Act of 1 9 5 4に よリザミーンダーリー制の廃されたこと。(4)交通 。通信機関の便がよくなつて

きたこと。(5)金融面での便が増したこと.

副業

バラーイー ●カーストでは副業として畜産業に従事している者が1名いる.バ ラモンの1人は

農業を副業としている。副業に従事 L′ ている者が最も多いのはコーダー,パ クーン′ ジヤータヴァ

といつたコミユニテイーである。ローダーのうち次のような人員がそれぞれ副業に従事 し収入を補

つている.すなわち,耕作者 16名,農業労働者 12名,畜産業 1名,ギー製造業 13名,氷販売

業 1名,製糖業 14名,牛亭L販売業 3名, ポンプ井戸運転助手 2名,請負業 1名,食品卸商 2名で

ある .

同様にパターンのうち21人が副業に従事している。すなわち, 自作農 2名,農業労働者 l名

畜産業 2名,ギー製造業 3名,製糖業 2名,牛矛L販売業 ll名,村の信用協同組合の会計係 l名が

それである。

また,ジ ヤータヴアにあつては, 自作農 2人,農業労働者 1人,ギー製造業 3名,煉瓦職手伝

い13人といつた副業従事者がいる .

カハール 1名,ナ ーイー2名, ローハール l名がやはり耕作者として農業を副業にしてt/・ る。

この村の金世帯 196戸の所帯主に将来息子が従事する職業についての希望を尋ねた .

耕作者 104所帯のうち78所帯は息子に同じ職業を継いでもらいたいと希望したが, 8所帯

は役人1/Fな つてもらいたいとの希望を持ち, 1所帯は技術関係C)職に就いてもらt/Sた いと考えてい

る。他の1所帯は製糖業を大規模にやつてもらうことを希望 している.跡取 り息子のいない所帯が

10戸あるハ そのうち 6所帯は将来の息子の職業については考えたことがないことを明らか17Cし

た。農業労働者として働いている37所帯のうち18所帯は息子に耕作者になつてもらいたt/・ と念

じており, 9所帯は役人になつてもらうことを希望 している。10所帯は慮子がいないため,返答

をしなかつた。畜産業に従事している5所帯のうち3所帯は息子たちの進路についてまだ考えを決

めていなかつた力t l所帯は自作農= 1所帯は農業労働者になることを希望している。洗燿屋, 日

傭,鍛治屋及び木材商らはみな息子たちにそれぞれ跡を継がせようと思つている。農村指導員は息

子を医者にするつもりである。その他の職業に従事している所帯では多かれ少なかれ現在の職業に

満足 しているのζ 息子を別の職業に就かせたいとは思つていない。当然のことながら,農業労働

者たちは自分たちの境遇を全く呪わしく思つている。



農業

農業はこの村の住民の主要な職業である。すなわち,こ の村の労働総人口324人 中,男子 1

85人女子 3人の本職が耕作者であり, 60人が農業労働者として働 き, 1人が刈分け小作人とし

て働いている。この他にも幾人かの者が副業として耕作者をしたり,農業労働者として働いている.

次の表は農業従事者の労働人口を年齢別に示し′たものである。

農 業 従 事 者 の 年 齢 構 成

年 齢 層   0-14  15-34

性   別  男  女   男  女

35-59   60歳 以上

男  女    男  女

耕 作 者

農業労働者

刈分け小作

8

6

81

24

71

26

25

3

141 105

農業関係の仕事t/C従事する249人のうち

24.1%)が 農業労働者である.1人 (0。

)は 14歳未満の者であり, 105人 (42.

歳～ 59歳の者は100人 (40.1%), 6

188人 (75.5%)力 耕ゞ作者であり, 60人 (

4%)が刈分け小作である。うち14人 (5.6%

1%)が 15歳～ 34歳の年齢層の者である.35

0歳以上の者は 30人 (12.2%)で ある。

ヨ̈
ロ

土壌

この村の土壌ll■ 次の3種に大別される。第一は Baralと 名付けられているもので,肥沃なロー

ム土である。これは村の居住区域のす ぐ近 くにあり, そのため肥料がよく入つてお り,離れたとこ

ろにあるものよりも手入れがよ〈行届いている.第二はLttifr l dryと 呼ばれるものでローム土

として最上。第二は血きiyar 2と 呼ばれるもので, ローム土ではあるが,なんらかの欠点を持つて

いるか,居住地からかなり離れているために肥料が不足していたり手入れが足らなかつたりしてい

るため,前二者に比べて劣る.

この村の土壌は概ね良い,・

地税査定報告書によるとこの村の土壊は次のように分類される。       ′

表 3-4
土 壌 区 分 と 課 税 率

土 質 面積(単位ビーガーヂ

l Bara l

2M噌灯酵

3 Matiyar

67

257

309

区域税率

標準地  世襲地
ノuピ=ラしり=  ノ■JL三アィト

5 12   6 12

315   411

3  5   3 14

26

適用税率

標準地  世襲地
ノuピ|― うえンリト ノ嗜 ラζンリト

6  8   7 10

4   7    5   4

8   6    4   6



0
1 以下,既ど1のため省略,創刊号 P.21〔 土壌 )の項参照のこと

2 1ビーガは 8分の5エ ーカー.

灌 漑

次表は最近 6年間の灌漑面積を示している。

表 3-5
フアスリー年  耕地総面積

←―力→

1863      355

1864      867

1365      867

1866      865

1867      365

1368      359

浦 漑地総面積

∈=力→

256

273

303

266

278

258

非湛漑地総面積

Ca・ T力→

99

94

64

109

87

101

港漑地面 積 %

72

74

82

70

76

72

灌漑用水源は漕凝局が据えつけたボンプ井戸と石造 りや仮掘りの井戸である.水は年中必要な

だけ得られる.

土地保有制度

ウツタル oプ ラデーシ (北 部州)ザ ミーンダーリー廃止 。土地改革法 (‐O Uttar Prade由

Zamindari Abo■ iし ion and Llld Roforms Act 1 9 5 0)は , 1952年 7月 1日 に公布された。

インドの独立達成と同時に,北 :秒‖政府は外国人が自分たちの便益と行政上の都合のよいように定

めた非常に有害なザミーングーリー制度を廃止することを決定した。土地保有制度に急進的な改革

をもたらさないll■ り農業生産性の向上と食糧増産を確保し,農民の生活水準を引上げ,農民に人格

を発展せしめる機会を与えるような均整のとれた農村再興計画は実施されないことが痛感されたの

であつた。新制度は農民に本来の権利と自由を取戻させ,村落共同体には村落の営みの全面に影響

力を及ほず最高の権限を回復させるものと期待された。そこで非常に複雑化 していた土地保有制を

簡潔で一様な,大別二種の保有制度に改めることが考えられた。

中間介在者はそのシールやクドカーシ トl及び果樹園に関してはプーミダール (httdnar)

と認定された。小作料の十倍の金額を納入した小作農もブーミダール
2と

された。その他の小作農

はシールダール (Si rdar)と 呼ばれ,土地に永代世襲的占有権を持ち,農業 O園芸 。畜産に関する

如何なる目的にも使用したり,如何なる改良工事を行なう権利を持つ。

アサーミー (鮨 ami)と 呼ばれる一段低い土地保有形態は交替地とか一時的な耕作といつたよ

うに永続的な権利の与えられず,占有権を持たぬイヽ作農で, ブーミダールやシールダールが自耕 し

得な〈なつた際に土地を貸与される人の場合が相当する。地主 。小作関係の再現を防 く
゛
ために農地



の貸年は制限されており,来成年者,夫亡人,心身障害者などの場合にのみ認められる。

居住区域,道路,荒蕪地,森林地,漁場,共同井戸,溜池,用水路など,公共の土地はすべて

村落共同体に管理権が付与された。村落共同体に代 つて機能している村落パンチヤーヤトは広範な

土地管理権を委ねられている。

ザミーンダーリー廃止後の村の土地を保有権別に区分すると次のようになる。
5

ビー ガー    ビス ワー
4  

ビス ヮ_ン シー
4

ブ ー ミ ダ ー ル所有地

シ ー ル ダ ー ル所有地

ガーンオ ●サマージ所有地

政       府所有地

カ ー ス ト

l Brahlnin

2 Barhai

3 Bhangi

4 Dhobi(Hindu)

5 」atava

6 Kttr

7]毎yastl■

8 LOllar

9 Nai

1 0 Pathan

l l lLodhoy

1 2 Dhobl(1徹 s■im)

合  計

532         1

19

14

面      積 ∈―力→

宅  地    合   計

0.04      2.04

0。 14      0.14

0.02      o.o2

0,02      o.02

0.36       7.30

1.03      2.03

o.02    o.o2

0,03      1.63

0。 18      3。 98

2.36     141.88

8.14    515。 42

o。 04      0,04

12.38     674.52

28

149 19 6

0

10

4

19

11

この村の土地の区画整理は 1961年 に開始 され,その作業は既に完了 している。整理された

土地は各個人に分 与された。作業が開始 される前にはこ17D村 の土地は 438筆 あつた力ヽ 整理後は

146筆 になり, それには森林地が 23区画含まれている。区画整理の結果, 116戸が 1区画を

与・え られ, 7戸が 2区画ずつ与えられた.最小の区画は 2ビ スワーである。最大の区画は 21ビ ー

ガー 1ビスワー 5ビ スワーンシーである。今日, ブー ミダー リー区画は 45,シ ールダー リー区画

は 67と なつている。区画整理前のこの村のlL税収入は 3, 138ル ピー 41パ イサーであつたが

現在では公共地分が差引かれ 2, 959ル ピー85パ イサーとなつている。

この村の住人はこの村の土地以外に近 くの幾つかの村の若干の土地 も耕作している.次の表は

農地及び宅地面積をコミユニテイー別に示 したものである。
5

農  地

2,00

6.94

1,00

1. 60

3. 80

189.52

507.28

662.14



0
l Sir,Khu山 ぬt ザミーンダール, ジヤーギールダールなど中間介在者の自耕地 .

2 ブーミダールは永代世襲的権利を有するもので土地を如何なる目的 も使 ぅことがど1来 る。

地税は従来の 50%に減じられた.(K。 , P。 14)

3 S村では次の通り。 (S。 ,P。 19)

ブ ー ミ ダ ー ル所有地

シ ー ル ダ ー ル所有地

グラーム●サマージ所有地

政       府所有地

面  積 (エ ーカ ー )

949

230

104

23

1, 306

%

72. 6

17.6

8.0

1. 8

100計

4   Bi磁ゝ , BiSWaris」   1

の 20分 の 1.

ビスワーlrl lビ _ガーの 20分 の 1, 1ビ スワーンシーは 1ビ スワー

5 KオJのサ合次の通り。 (K。

カースしん ミユニテイー

Ahir

Bhu□dhar

Brahmin

Brahma Bhatt

Kayastha

Fhhar

Kmar

Sonar

To■ i

Va ish

Chamar

Pas■

Choorihar

Darz■

計

G村の場合次の通り。 (G。 ,

カース ト     総所帯
数

, P. 13)

所有地 (エ ー カー )

29。 50

190。 14

56.24

8.47

37.14

0。 28

1. 41

9. 72

0。 56

0。 84

7.65

5。 32

2. 56

349.88

P。  6 4)

土地保
有世帯

2

%

8. 3

54.3

17.0

2。  3

10, 6

0。  1

0. 3

2. 6

0. 2

0. 3

2. 0

1. 4

0。  6

100

保有
面積

に■ガ→

80

体
％

全
比

平均保
有面積

40. 0Ollallar 44 3.0



Gujar                31           28    1, 498      56, 2      53. 4

Rttput          19       15     357    13.4    23.8

Brahmin              20           18       556      201 9      80。  9

Bhattgi           9       -     ―      ―      ―

Na■             9       -     ―      ―      ―

Baniya                 5            3       144       5. 4      38. 0

0osain                6           -        ―         ―         ―

」at                    1            1         29       1. 1      29. 0

Sunar          l       ―     一      ―      ―

Kadora                  l             ――        ――          ―          ―

Kumhar           l        ―     ―      ―      ―

lLs■ im                 2            -        ――         ―‐          ―

計          149      67  2, 6641  100     89.8

なお, 0村 の土地 保:有 規 模 を表 に よ つて示 す 。 (G。 , P.63)

面  積 に■力→
     荘電顎r彊 飩    総 面積 崎ふ

地

全体 比 %

5以 下     1 1.5      3  0.1

5 - 10         4   5。 9          27    1.0

10 -  15          2    2。  9            20     0。  7

15 -  20         5    7.4           81     3.0

20 -- 30        13  19。 5          302    11.4

30 -  40         15   22. 5           485    18. 3

410 -- 50         7  10。 4         298   10。 8

50 --  75         9  13. 5          480    18.0

75 - 100          8   12.0          635    23. 8

1100 -‐  125          2    2. 9          200     7. 6

125 -- 150         1   1.5         142    5。 3

計           67 100         2, 664  100

G村に おけ る土 地の取得 方法

世帯数

32

30

5

67

世帯数比 %   総 面積

47.8   1, 624

44. 7     870

7. 5      170

100     2, 664

取 得 方 法

先 祖 伝 来

購     入

ブー ミダ‐ リー

計

面積比 %

61.2

32. 4

6. 4

100

ブーミダーリーとは■lhi Land Rforms Act 1 9 5 4に よつて取得したものを指す。
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(G.. P. 64)

二 毛 作

土壌と灌漑設備がよいので, この村の一部では二毛作が可能である.1346F年 度の地税査

定報告書の中で,査定官は次のように述べている.「二毛作 (D¨Lsf)地域は全耕地面積の45

%に も及んでいる。」最近 6年 FF42の二毛作地域の全耕地面積に対する比率を統計で示すと次のよう

になる。1863F年 度は68%であつたが, 1864F年度及び1365F年度には45%に減

少 し́た.1366F年 度においては 49%で あつたが, 1867F年 度及び1368F年 度におい

てはそれぞれ 47%及び 41%であつた。

作 物

この村の収穫期はラビー (Rabi),・ カ リーフ (Kllarif)2及びザーイド (Zaid)3の三期に分

けられる。過去 6年間のザイー ドの平均耕作面積は21エ ーカーほど,すなわち,全作付面積の 6

%以下である。この期の主な作物はメロンと野菜類である。主要作物のうちでもカリーフのほうが

作付面i積 では過去 6年間の平均がラビーの 226エ ーカーに対 し277ェ ーカーと一層重要である。

しかし価格面ではラビーのにうがカリーフよりもはるかに重要である。

③

1 春作 (10～ 11月 に蒔いて3～ 4月 に収穫)。

2 秋作 (雨季のはじめ-6～ 7月 ―に蒔いて雨季の終つた後-10～ 11月 に収穫)。

3 」ayaこ ともいう。「余分の.追加の」の意.春作と秋作の間に作られる。マスクメロン,た

まねぎ,かにちやなど,

カリーフ作物 (秋作)

1863F年 度から1868F年 度にかけて,カ リーフ作付面積の18%を バージラーが占め

バージラーとアルハル豆 (PigeOn Pea)の 作付面積は全作付面積の31%に達した。バージラーは

7, 8月 に蒔かれ, 10月 の後半にとりいれられる。これの栽培には殆ど手間がかからない。除草

にだけやや手間がかかる。これは一度だけ鋤を入れた後,ばらまきずれば良い。肥料 も殆どいらな

いし,灌漑の必西は全くないl

とうもろこしはバージラーと並ぶ重要なカリーフ作物である.1363F年 度から1868F

年 7Ftに 至るFF5, これは平均して全作付面積の25%の土地に作られた。これの種は灌水地では 6月

に蒔かれるが,非濯水地では 7月 に蒔かれる。畑は鋤で 3度耕され,かなりの肥料が用いられる。

種はうねに蒔 く。

最近 6年間における砂糖きび
2の

作付面積は全作付面積の16%を 占めてきている。2月 から

3月 にかけて搭種が行われ, 11月以降にとり入れが行われる。施肥にか/」tり の労力が必要であり

灌漑もしなければならぬ.播種に先立ち,少なくとも10回は鋤で耕さねばならない。

時代の推移と共に綿花の作付面積は大幅に減少 した,最近 6年間における綿花の平均作付面積

は全作付面積の 2%であつた。これは 5, 6月 に播種力覇 われ, 10月以降にとり入れが行われる。



これもやはりかなりの人手を必要とする。

その他のカリーフ作物としては,家畜飼料, さつまいも,野菜類,等がある。カリーフ作付面

積のわずか25%が灌漑されたに過ぎぬ。

③

l バージラーは 2, 3度灌漑する必要がある.こ れの除草は 1度すれば十分 とされる。 (G。

P. 71)

2 砂糖 きびは 10～ 12度灘漑の要がある。 (G。 , P.71).厳 密に言えば,砂糖 きびは

ラピーにもカ リーフに も含まれないが,地税関係者 は処理に都合のよいよ うにこれをカリーフに含

めている.われわれ もこれにならつた。 (G。 , P。  68)

ラビー作物 (春作 )

ラビー作物として最も大切なのは小麦である。1363F年 度から1368F年 度にかけて全

作付面積の31%において小麦の作付が行われた.Bara■ 及びhtiyarと 呼ばれる土壌が小麦の

栽培に適合する。播種に先立ち8回ほど鋤で耕す必要がある`種子は畝に蒔 く。良い収穫をあげる

にllt畑 は少なくとも3度は湛漑しなければならない。播種は 10月 の第 3週 からll月 の第 2週に

かけて行われる。とり入れは 4月 の第 1週に始まり, その週のうちに終わる。

小麦に次いで重要なラビー作物は大麦であるが, これはバージラーやとうもろこしといつたカ

リーフ作物の収穫が済んだ二毛作地に作付が行われる。播種前, 6回は鋤を入れて耕さねばならな

い。良い収穫をあげるには 2度は灌水する必要がある.小麦よりも播種の時期は少 し遅れるが, と

り入れは先になる。全作付面積の 21%の土地に作付が行われてきている。

3番 日に重要な作物はひよこ豆と小麦とを混ぜ蒔きしたものであるl鋤で8回耕 した後,畝に

種を蒔 〈.通常, 2度泄水する。最近の6年間における平均作付面積は全作付面積の約 15%を 占

めている。播種並びにとり入れの時期は小麦の場合と同じである .

4番 目の作物は,普通,カ リーフ作物のとり入れ後栽培されるえんどう豆である。最近 6年間

におけるこれの作付面積は総作付面積の 20%を 占めている。種子は畝蒔きされる。通例, 2度灌

水が行われる。大抵, これはバージラーの作られた後に蒔かれる。播種は 11月 , とり入れは 4月

である。

その他の主なラビー作物としては,れんず豆,あぶらな, からし菜, じやがいも,大根,にん

じん, とうがらしがある。これらの平均作付面積はれんず豆が総作付面積の4%で あつたのを除け

はいずれも1%程度でしかない。

ラビーの作付面積の約 96%は 灌漑されていた .

次の表は作物別の1ユ ーカーあたり播種量並びに収穫量である。

1エ ーカーあたり

播 種 量    収 穫 量 はカ

l   バ  ーー ジ ラ ー                             1. 25t=ル 2         15
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2 と う もろ こし           15・  tル      18

3さ と う き び         4o マン
3   850

4 小     麦            35  セツレ     17

5大   麦        1 マン     20
6 小麦 とひよこ豆                35  セ‐ル       18
7え ん ど う 豆          1`25マ ン     20
8 れ ん ず 豆              10  セッレ      16

0
1 これはゴーチャニー (GochttI)と 呼ばれる。ゴーチヤニーは小麦 とひよこ豆 とを混じて蒔

いたものである.同様にゴージラー (Goj ra)と は小麦,ひ よこ豆,大麦を混 じた ものである。面

白いことにこれらは混ぜ蒔 きされるのみならず穫入れ も同じに行われる。 (G。 , P,70)
2 1セ ールは約 980グ ラム .

3 1マ ンは約 37キ ログラム .

肥 料

一般にこの村では配合肥料が使用 されている.1962年 6月 80日 で終わる年 度内に42戸
の農家が 1, 583ル ピー相当の化学llE利 を使用 した。サナイーとかデーンナヤーといつた緑肥 も

一部の農家で時折り使用 されるが,緑肥はあまり用いられない .

種 子

1962年 6月 30日 で終る年度内に, 28戸の農家が次の改良品種の種子を使用 した。

戸  数        品種名       種子の分量

23        小  麦  F B       2, 738 Kg

6         大:麦 K 1 2          306 Kg

4       ひよこ豆 T87        108 Kg

14    え ん ど う 豆      802 Kg

化学肥料と改良品種の種子は人気が増 しつ あヽることは明らかである。

農 機 具

現在この村で行われている農業技術は普通に見 られるものである.農機具としては一般に次の

ものが用いられている。

当地方 での名称              材 }料

l Ha■      鋤               木

2 Jua      くび き            :木

3 Suhaga・     地ならし板          木



4 Phau拓  鍬          木と鉄

5 1qlurpi 2土 かき         木と鉄

6 Gandasa 林切          木と鉄

7  Darallt  鎌                 木と鉄

8 Charas 3革袋          皮革

9 satti 4 かぎ手         木

下記のものは N.Eo S.プ ロツクの職員によつて導入 された改良農機具である。

1 メ ス ト ン 鋤 (MestOn P■Ouま )5    4台

2 ケ   ア   鋤 (Caro Plough)          4

3 シン地ならし板 (Sintt hき 。f)       2

4. ま   ぐ  わ (IIand Hoo)          15

5 く   ま  手                   2

6除  草  機         2

7 手動薬剤撤布器               1

8 カ ー ラ ー (地 ならし機)        1
1r  9,脱  穀  機            4

1■ ‐農民たちは改良農機具の使用に消極的ではない。

0
1 畑を耕 した後,地面をならすために用いられる大 きな厚板 .こ れをSu■agaと か Pate■a と

呼 ぶ 。 こ れ は 普 通 , 4頭 の 牛 が 曳 〈 。 (`駈 man',Ambaprasad,Lishよ い Van Sambrtu亜 Brdj Bh″

sha Shabdav7a■ i, 1,P.13)。 Mttraは耕した畑をならすのに用いられる。これは 6′ × 5″

×10″大の重い木でできている.こ れに 2, 3人が乗 り,IIL牛 が2頭で曳 〈。 (G.,P,77)

2 除革に用いるこて状のもので,約 300mの 木の柄がついている。

3 井戸から水を汲み上げるのに用いられる大きな革袋。これは hrと も呼ばれる。

4 刈取つたものを積み上げる際に用いる。長い竹の棒の先にかざ手を2本つけてつくる。 (

`Suman',前 掲書, P.56)
5 MOSt。■鋤は かなり広く用いられている。これは軽い。幅は 6イ ンチから8イ ンチにかけて

いろいろのサイズがあるが 6イ ンチものが普通である。これは 4～ 6イ ンチの深さまで耕すこと

ができる.40ポ ンドにどの重さで,牛 2頭で曳 くことが可能である。価格はおよそ 17ル ピー .

―(Sl, P.18)

次表の数字は調査時におけるこの村の作物の年間総生産量を示すl

表 3-6
生 産 高 と 出 荷 高

作  物     年間生産高   自家消費高合計   Jl荷高合計
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1小     麦

2小 麦 と ひ よ こ 豆

3 
色 3,も 負iし

,ラ

主
ろ

4豆     類

5黒  砂  糖

6大     麦

7野     菜

8種     子

9葉  タ  バ  コ

lo綿     花

11呆     実

12 飼        料

13呆     実

14種     子

15 さ と う き び

(単位 マ ン)

2, 212

623

2, 310

1, 505

392

445

94

515

1

9

84

10, 859

ルピー1, 100

ルピー  126

ルピーR 708

(単位 マ ン) (単 位マ ン)

1, 357        855

358       265

1, 704        606

928       577

59      883

4121        24

89         5

88       427

--                1

8            1

19       65

10, 348       511

275      825

-      126

709     8. 999

0
1 次表は S村のラビー及びカリーフ作物の年間生産高並びに消費高を示 したものである.数字

は 1960年 7月 1日 から1961年 6月 30日 までの 1年間のものである。

齢
マン＞　５３　７。　．

Ｊ

物作

米

/Jヽ

ジ ヨ ワ ー
バ ー ジ ラ

豆

大     麦

砂 糖 き び

搾 油 用 種 子

416

797

29

67, 490ル ビL

850ルピ=

消 費 高

(マ ン)

1, 44・ 2

2, 220

■16

797

29

67, 490

生 産 高

(マ ン)

1, 495

麦              2, 290

生 )

類

小麦と米とは余剰分力r11た ので近 くの市場へ売られた。

された。 (S., P。  21)

次表は K村の農作物の年間生産高と消費高を示 したものである。

作 .物      安勇戸

793

麦                 609

35

850        -

砂糖 きびは Doobamの製糖工場へど1荷

高
＞荷

）

ど高
＞費

）
消
‘

米

小

646

479

147

130



ジ ヨ ワ ー ル
バ ー ジ ラ ー

大     麦

豆類 (ひ よ こ豆 を 含 む)

搾 油 用 種 子

その他 (じ やがいもを含む)

230       2141

699      654

782       776

1, 903ルビL    651

41,891ルヒ=  2,156

16

45

6

11 252

2, 735

(K。 ,P,16)

作'物 の 病 虫 害

病害の頂省略

一部の農家では農薬を使用している者も見られる。薬剤は地域開発プロツクの本部から入手す

るが,農民たちはこうした薬剤の使用に慣れていないし,皆がそれらを購入する余裕 も持つている

わけでもない。

変 化 の 要 lXJ

開発部門の代表として,農村指導員は農夫たちに土地改良や輪作などについて指導する.こ の

指導員は改良品種の種子と化学肥料の貸付けにも当る。また, Uo P式小麦栽培法,条蒔き法,穴

掘り機の使用法,な どを教えたりもする。農民たちは新 しいものに対して理解を示す力ヽ 変化の受

容にはずいぶんゆつくりとしか反応しない。

労 働 力 の 構 成

普通,農業に従事するのは成人男子に限られる。臨時に少年たちが手伝うことがある。女子は

農作業には従事しない。人手が必要な時には, チヤマールの男たちが農業労働者として雇われる.

市 場 取 引

この村の近 〈には製精工場はないので,黒砂糖をつくるのに用いられるさとうきびはチヤーラ

ーの市場で現金での競売に付される。

金 融・

この村に必要な場合に会員に金を貸付ける互助会 (00-operative Society)が ある。196

1年度にこの互助会は会員に 35,559ル ピー95バ イサーを貸付けた この額はこの村の住民の借

りた金額の 2分の 1を超えている。利子は年 9分である。

この村, あるいは, C■・a rraの金融業者 も金を貸すが,利子は業者によつて異なり,ま た事情

によつて異なる.金製の装身具を担保にした場合,利子は年 1割 2分である。銀製のものの場合 ,

年 1割 8分であるが,無担保の場合,年 2114分から3割 6分までである.貧 しい人や急に金を必

Tと する人にはさらに高い利子で貸付けられる 。



0
l K村 の場合,耕作者が農業経営面で主とし,て融資を受ける先は互助会,友人,親戚である。

互助会はこの村では 1955年 4月 に設立された。会員資格はこの村に住む耕作者に限られている.

耕作者は1株 25ル ピーの株を買つてその会員になることができる.た だし, 10株以上を買 うこ

とはできない。会員はわずか36人である。1960～ 61年度にはこの会は1, 630ル ピーを

融資した。

一般の金融業者 も土地 。家畜 。改良農機具を担保に金を貸すが,金利は月利 3分から6分 と非

常に高い.(K。 , P。 17)

家 畜・

鋤ひきをする牛はこの村の農業活動に重要な役割を果たしている。そうした牛は実際,家族の

一員のよう|‐C扱 われる,ヒ ンドウーにぁつては,家畜,特に牝牛に対する親愛感が強い。牝牛を 1砲

親」と呼ぶにどである.

鋤引きをする去勢牛を飼つているのは 97農家で,頭数合計は190頭 となつている.2頭が

一組で約 6ユ ーカーの土地を耕す。したがつて家畜には過重な労働ではない。ほとんどの去勢牛が

在来種のものであり,改良種のものはごく少数である。 Qhrraには獣医院がある.獣医補がつめ

ており,家畜の病気の治療と予防に当つているが,人工受精などの品1重改良関係の仕事はしていな

し̂
.

196戸のうち16戸が 187頭の乳牛を飼つている。亭L牛以外の牛は202頭 で, 118戸
に養われている.5戸が 10頭の山羊を飼つており,馬は 2戸に 1頭ずつ飼われている。19戸が

78羽のにわとりを飼つているほか, 69戸が 80頭の水牛と子牛を飼つている。家畜の飼育と酪

農を生業1/Cし ている家は 9戸ある。畜産を目U業 としている家は 15戸ある,そ のうち牛乳を販売し

ているのが 11戸 , ギーを販売 しているのが 3戸である。この村はかなりの牛乳を生産するので

その一部はアリーガルにある州立酪農場に仲買人を介して買上げられている。

0
1 0村におけるカース ト別家畜保有数

所手L牛 辞み
帯 馨

頭
 馨
頭

数 数数 数数

ζG。 , P。  80)

香ぉ 李ぷ
去勢牛 雌鶏  豚  馬  ろば 山羊

所頭 所頭 所頭 所頭 所頭 所頭 所頭 所頭

帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯

数数 数数 数数 数数 数数 数数 数数 数数

0]Lttnar

Ott ar

Brttin

Ra」 put

Nai

44   2  525 3o ■6 ■7 ■3 25  4  9

81  ■7 20 ]8 25 27 54 ■724 2549

20   5  6  7  9 ■8 23 ■4 22 ■3 23

19   8 ■1  7 ■■  9 ■5  7 ■2  8 ■2

9 36224646-

■ 2 -―‐   
一

   
―

2 ■7

一

一
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Bhangi

Gosa■n

Baniya

Kumhar

Kadora

lrat

Sumar

lは s■im

9  ■  ■

6   5  7

5  5 5 4 5

1

1

1          ■  2

1

2 2222

２

　

２

２

■

　

２

149     54    86   ■42    95    99     8     4     2     5     ■:ン

なお,牡の仔牛は 2歳を過ぎた頃に去勢される。農作業には去勢牛が使用されるので牡牛は 17a

とんど必要としないからである。 (G。 , P.84)

村 の 産 業

黒砂糖とギーの製造がこの村で行われている唯―の産業である.1368F年 中に 970マ ン

の黒砂糖がこの村で生産された。そのうち 899マ ンは Chharraの 市場で売 られ,残 りの71マ ン

は生産者自身が消費した。砂糖きびを圧搾する機械は QLrraの 市場で賃借りすることができる .

1シ ーズンの料金は 100～ 150ル ピーである。この機械と一緒にしにり汁を煮つめる大鍋 も2,

3貸 してもらえる。圧搾の動力源は去勢牛である。

普通,ギーは家庭での消費分の残 りが売りに出される。ギーの生産量は減少してきている。そ

れというのも,生牛乳を売つたlFaう が有利だからである。

非 労 働 人 口・

この村の人口総数 984人のうち,なんらかの労働に従事している者はわずか 324人 を数え

るのみで,残 りの660人はなんの職業にもついていない。もちろん,そ れらの人には収入がない

わけである。人口の32.9%の 人たちが働いて67.1%の 人たちを養 つているわけである.次

表は非労働人日の内訳を性別及び年齢別に分類 して示 したものである。

表 3-7

性 別・ 年 齢 別 0

年齢   全 体

総人数  男子女子

非 労働 者 総数   660  201459

全日制課程生徒   82   55 27

ま家 事 従 事 者  288 -288

被 扶 養 者  288 ■45■43

年 金 受 給 者   2  ■ ■

1  2

活 動 lll非 労 働 人 口

0-14    15-34    35-59

男 子女 子   男子女 子   男 子女 子

■85 ■85      ■■ ■42      -■ 00

44 27    1■   ―‐     ―  ―

―   ■5       -■42       -■ 00

■4■ ■45      -  ―      ―  ―

60～

男子女子

5  34

- 33

4  -

1   ■

38



この表の数値を要約すると,現在の非労働者総数の43.6%は 完全に他人の扶助に頼つて生活

している人,就学前の幼児と予L児,及び廃疾者が占めている。これと同率を家事のみに従事してい

る婦女子が占めている。12.4%は 全日制課程の生徒が占めており,年金受給者は男女各 1名 し

かいない。

0
1

0

2

14

幼    児  ■44

生    徒   72

老人 。病弱者

失  業  者

主    婦

l

収   入

(ル ピー)

25以下

26- 50

51- 75

76-100

101以上

G村 の 非 労 働 人

男 子      女

15 35 60     015
7 ネ 7計  7 ぞ

3459      1434

■44   ■64

14          86    ■5

2   2   4

3   2        5

2  75

計
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負 債

次表は調査時における村人たちの負債の状況を示 したものである。

表  3-8

債
1

負

2

世 帯 総 数

7

36

46

50

196

量

債

曇

あ

象   3//2

1 14.3

25  69。 441

30  65。 22

39  78.00

137  69.89

5

.1戸 当 り平
‐

均 負 債 額

250.00

237.68

284.841

4141.10

454.61

6

負 債 額

. 250

5, 942

a 545

16, 150

62, 282

この表から,村の世帯総数の 69。 89%に達する, 137の世帯がなんらかの負債を負つて

いることが認められるが,負債のある世帯数の割合が最も高いのは所得 76-100ル ピーのグル

ープであつて,その割合が最も低いのは所得 25ル ピー以下のグループである。また,所得の増加

につれ負債も増加する傾向にある。 (世帯別平均負債額について省略)

次表は負債の事由を分類 したものである.

表 3-9

負 債 の 事 由
2
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事   由

1 家屋の建築

2結  婚

3 借 金 返 済

4病  気

5 日常必要物

6 農 業 経 営

7事  業

8 商   売

9葬  式

10 商   売

11そ の 他

合 計

総 所帯  負  債 負 債

数   所帯 数  所帯比

44   41   93.2

31   42  71.0

19   14  737

20   13  650

9    8   88.9

9     8   88.9

5    2  4Q0

6    4  66.7

1

1

1

1     1  10o0

2    2 10o0

149  115  772

負債総 額  負債額

rノ しピー) 比 率

35,550    28.1

31,800    25.2

13,40o      lα 6

17600    13.9

7900      62

91850      78

2,850     2.3

5,500     4.4

事由の 全体 比

2. 73

3.31

3.05

1.60

241。 75

54.25

3.25

2. 24

0。 96

2.26

1. 60

100

所  帯  当  所帯 当

平 均負債額  年  収

80725  1,15868

1,025.81  2,08644

178.95  1,068.00

88000  1,758.00

87778  1,4438,28

1,094.44  1,179.96

57000  2,556.00

916.67  1,67Q04

2,28000

1,56Q00

1,74Q00

300    1,20Q00

850    1,56000

848.65  1,58784

負  債  額

1, 700. 00

2, 065.00

1, 900.00

1, 000.00

15, 412.00

33, 785.00

2, 010.Oo

l, 400.00

600,00

1, 410. 00

1, 000.00

62, 282.00

負債 世帯 総

5

8

4

1

59

73

2

2

1

3

1

159

この村の負債総額 62, 282.00ル ビーのうち, 54.25%の 金額は農業経営に用いら

れ,ま た, 24. 75%の 金額は日常必要物の費用に用いられた。この二つを除 く他の事由はいず

れもみをささいなものである。娘の嫁入りの際の持参金や土地購入費のための借金は 1件 もない。

0
l G村 における負債とカース ト及び年収との関係表 (G。 , P。 110)

カース ト

Chal“r

O珀 ar

Rajput

Bral■min

Bhangi

Nai

Baniya

Gosain

Jat

Sunar

Kadera

臨 Lr

Mus■im

計

300     Q2

1,700      1.3

126,450   10o

440



2 G村における負債事由を金額の多い順に示すと次のようになる。 (G。 , P.111)
1住宅建築費 2.家畜購入費 3生活費 4冠婚葬祭部 .井戸建設費 6.農機具 0種子購入費 7土地購ス、費

住宅建築費が多いのはヤムナー河の堤防建設により恒久的な家屋の建設が急増してきているこ

とによる。

S村における負債事由を金額llrに 示す。 (S。 , P。 22)

1農業経営 2.結婚費用 3.訴訟 4.商売 5生活費 6.医 療費 7葬式費用 8.住宅建設 。修繕費 9借金返済

収 入 と 支 出・

収支の数値とい うものは,いろ 1/・ ろな理由のために一般に自分の収入や支出を正lltに 語 りたが

らないものなので,誤差がかなり大 きな ものになりやすい。次表は各世帯の収入を職業,収入・ 家

族数とともに示 したものである。

表 3-10

職     業

農       業

農 業 労 働 者

煉 瓦 職 人

畜       産

木       工

理   髪   師

店       員

食 料 品 小 売 商

穀  類  卸  商

教       師

農 村 指 導 員

鍛   治   屋

清   掃   業

搬   水   業

日      傭

織   物   業

煉 瓦 職 手 伝 い

ポ ン プ井 戸 運 転

材 木 店 従 業 員

ギ ー 製 造 業

職 業 。 収

世帯数 家族数

104  612

37  159

6   29

■5   14

5   24

4   21

3   14

1       6

2   12

2       9

1        3

1         4

1       3

1      2

1      41

1        1

1      3

1       6

1       3

1      4

入 。 家 族 数 別 世 帯 表

月  収 (ル ヒ・―)

25以下 26-50 51-75 76-100 101以 上

-     11    18    28    47

2    15    11     8     1

-       ―-        1       4       1

1        3        1      -       ―

- 1121

-         1        2      -         1

-       -         2        1      -

―
    -     1   -    

―

― ― ― - 2

-    ―    -     2   -

― ― ― - 1

-    -     1   -    ―

-     1   -    ―
    

―

―
    -     1   -    

―

―
    

―
    -     1   -

1-― ― ―

―
    -     1   -    

―

―
    

―
    -     1   -

―
    -     1   -    

―

一

    -     1   -    

―
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自 動 車 運 転 手

ポンブ井戸運転助手

請   負   業

牛   予L   屋

刈 分 け 小 作

徴 税 記 録 官

貸   地   人

仕 送 り 受 取 人

合   計

1      4

1       1

1   12

1       1

1      3

1      3

5   10

3     4

196  984

1

2

7

金  額 クだ →

60.oo

30.oo

26.00

42.87

13.00

25.00

4.00

27.00

227.87

22.13

1

1

36

２

　

　

　

０

一
　

５

一
　

４

一
　

５

表から判明するように,緋作が最 も収入の多い職業である。 101ル ビー以上の収入を得てい

る世帯が一番多 く,次に 76～ 100ル ピーのグルーブ,続 t/・ て 51～ 75ル ピーのグループとな

る。

支出のパターンを確認するために多数の世帯の家計を調査 した。次に各収入グループを代表す

る 5人 の例をとつて説明しよう.すなわち次の 5名である.

(1)TOta Ram,耕 作者,ロ ーダー 。カース ト,平均月収 250ル ピー .

(2)BudhSon,耕 作者, ロー ク・―。カース ト,平均月収 70ハ ピー .

13)Ganga Raln,農 業労働者, ジヤータヴア 0カ ース ト,平均月1反 45ル ピー .

(O Noor Ahlnad,耕 作者,パターン,平均月収 300ル ピー。

(5)POOran singh,木 工,平均月収 100ル ピー。

Tota Ramの 世帯は 7人で,そのうち6人‐li1 2歳以上になつている.息 子はな く娘婿が 2人

同居 している。平均月収 250ル ピーの使途は次の通 りである .

内    訳

1 穀類 及 び豆 類

2牛   乳

3 ギー及び食用油

4 そ の他 の食品

5光  熱  費

6衣 料 。は き物

7家 屋 修 理 費

8 そ  の  他

合     計

貯     金

この世帯では総支世1の ほぼ 69%が食費に費されているが,教育費は全くない。22.13ル

ピーが黒字分である.支世1の配分はよ〈バランスがとれている.土地はおよそ20エ ーカーあり,
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ギーを製造 。販売 している。現在この世帯は互助会から800ル ピーの融資を受けている。

BudhSenも 同じ〈耕作者であり,やは リギーの販売を手がけている●世帯には 4人おり, うち

12歳以上に達しているのは 2人である。月収 70ル ピーのうち, 60ル ピーは農業から: 10ノし

ピーはギーの販売から得ている。 8歳になる息子は小学生である.こ の世帯の支出のパターンは次

のようlFCな つて ′ヽ
=る .

金  額 0レ ピ→

21.00

3.00

4. 50

9。 50

4. 87

11.00

2.00

15.00

70. 87

この世帯 では食蟹に 38ル ピー (54%),教 育費に 2ル ピーを支μl L.て いる。 0。 87ル ピ

ーの赤字となる.こ の世帯llわ ずか 2ユ ーカーの耕地 を所有 しているだけで,当然低収入となるわ

けである。

Gall静 Ra mは 農業労働者である.家族は 3人あり,稼 ぎ手174彼ひとりである。農業労働者 とし

て稼 ぐほかに,冬期には村からμlて 煉瓦製造所で請負仕事として煉瓦工 として働らく.家計は次の

通 り.

内      訳          金  額 |レ ピ→

1穀 類 及 び 豆 類         22.25

2ギ ー と 食 用 油         3.25

3 そ の 他 の 食 料 品           6.00

4 光   熱   費            3.68

6衣 料 の は き 物        6.00

6家 屋 修 理 費       1.00

7 そ   の   ll1            3.25

合         計                45.43

0。 13'レ ピーの赤字であ り,食 費は 1灰入の 70%を 占めている。貧 しい世帯であることは明

かである。

NoOr Ahlnadは パターンの耕作者であるが,妻 と娘 2人 ,息子 1人 ,それに実母がある.子供

たちはみな 12歳以下である。教育を受けてお り影響力を持 つた人物であ り,こ の 2, 3年間,互

助会の会長を勤めている。農業からの収入のにかに,黒砂糖 とギーの製造による収入 もある。平均

内      訳

1穀 類 及 び 豆 類

2牛    幸L

3 ギ ー及 び 食 用 油

4そ の 他 の 食 品

5光  熱  費

6衣 類 0は き 物

7家 屋 修 理 費

8 そ   の   他

合      計
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月収は約 300ル ピーである。農地は8.30エ ーカー所有しており,家の新築に約 2, 900ル

ピーを費したということである。支出の内訳は次の通 りである。

内      訳

1穀 類 及 び 豆 類

2牛  'lt i:[亭 L

3 ギ ー及 び 食 用 油

4 そ の 他 の 食 料 品

5光  熱  費

6衣 類 。 は き 物

7 そ   の   他

8訴    訟

合      計

25.57ル ピーの黒字である。食費には総支出の 53%を 占めている.教育費の世1費は全 く

ない。訴訟費用 とい うのは普通の世帯には見 られないものである .

木工の POOran Sin酔 には家族は 4人ある。その うちの 1人は 12歳以下である.稼 ざ手は 2

人である。平均月収は 100ル ピーである。支出の内訳は次の通 りである。

金   額 クレヒつ

70,50

24.00

15,25

50.06

8. 50

26.00

30,12

50.00

274.43

内      訳

l穀 類 及 び 豆 類

2 ギ ー及 び 食 用 油

3 そ の 他 の 食 料 品

4光  熱  費

5衣 類 と は き 物

6家 屋 修 理 費

7そ  の  他

合      計

金  額 クピ →

38.00

9,00

19.25

5。 50

15.00

2.00

10.00

98.75

0村 の 職 業 別 。 収 入 別 所 帯 表 (G.,P。 107)

所 帯 別 月 収 (ル ヒ―゚)

世帯数  26～  51～  76～  101～  150～  250～  500～
50   75  100   150   250   500

49        3   10   11   18    6    1

4        2    3

食費の総支出に対 して占める割合は66%である.1.25ル ピーの黒字である。

一家は日常必需品を買い求めるのに 200ル ピーの借金をし′ている .

上の説明から明らかなように村人たちは日常の必要を満たしているに過ぎぬ.食 費の占める割

合はずいぶん多い。

0
1

職   業

耕 作 者

刈分け小作

414



農業労働者    6   2   2       2

勤 め 人 21 179211

日 傭 い   12   5   4   2   1

仕 立 屋    2          1   1

製 陶 業    1              1

理 髪 師    3      1   1   1

商 店 主    5          1   1   1   2

皮 な め し   1           1

自転車修理    1       1   1    1

工場労働者   26       8   9    7    2

掃 除 夫    6                5    1

牛 予L 屋    4          1   2   1

運 転 手    8          1    6   1

貸 地 人    l   l

計  149 82234 48 26 9 2

S村 の 場 合 は 次 の 通 り rS.,P,23)

月  1杖   額 (ルヒ生 )
職   業   世帯数  世帯人員 _25 26-50 51-75 76-100 101-

耕  f/F 者       78     430           6      9      22    41

農業労働者     63    818   2    38    10     5    8

商     】t      16      71    1      9      3       1     2

木 工 業    11    50  2   7        2

勤 め 人     6   19      2   2    2

産   婆     1    1      1

理 髪 業     3    15            1     1   1

鍛 治 屋     1     5                  1

洗 濯 屋     2     9       2

晨妻      ]E            2            9                  1          1

陶   工     5    25       4    1

掃 除 夫    12   57  1   7   2    2

計        200   1, 009    6     77     29      86    52

S村のラージプー トSu■tall Sin酢 氏は裕福な農民である.妻と息子 2人,娘 2人があり,娘

2人,息子 1人のある弟夫婦が一緒に住んでいる。一家の本業は平均月収 250ル ピーになる農業
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であるが,一家の支出の費 日は次の通 りである。

費     目

主  食  類

牛撃し,ギー,油

その他の食料品

光  熱  費

煙  草  代

衣 料・ 履 物

雑     費

計

同村の Nanak氏はチヤマールで妻と,

50ル ピーで,職業は農耕である .

費     目

主     食

牛乳,ギー,油

その他の食料品

光  熱  費

衣 服 。 履 物

煙  草  代

訴     訟

計

農業労働者の Har N“d

費     日

主     食

牛茅し,ギー,油

その他の食料品

光  熱  費

煙  草  代

衣 服 。 履 物

計

娘夫婦 と 7歳になる孫 1人 と同居 している .月 収は平均

ど1  費  (ル ビー)

73.00

26.Oo

ll.00

7.00

8,oo

4.00

9. oo

12.00

150.00

氏 には妻 と 12歳 にな る息子 が あ る 。平均 月収 は 30ル ピーで あ る 。

口l  費  rル ピー )

21. 50

1. 50

1.00

2. 31

0.50

3,00

29.81

(St, P。  23)

ど1  費  (ル ピー)

165,00

30。 00

10,00

lo.00

6.00

15.00

8.00

2441.00

費雑

Ram‐ ari夫人は 恥 l■tarヵ ―ス トに属するが,夫はサハーランプルで北部鉄道の清掃夫 とし



て働いており,毎月 30ル ピーの仕送りをしており,夫人自身も村で清J帯業をして月収 10ル ピー

を得ている。息子 3人 と娘 1人がある .

費       目

主       食

牛  乳  。 油

そ の 他 の食 料 品

光   熱   費

パーン 。かみタバコ

衣 服  。 履 物

計

早

社 会 生 活 と 文 化

1

人 口 概 曹

1961年 の調査時FCお ける当村の人口は 984人で,内訳は男子512人に対 L女子472

人であつた.西 暦1869年 に行われた第十次地税査定時における当村の人口は418人 で,男子

237人 lFC対 し女子 181人 であつた。98年間に135%増 を見たこと1/c~な る.

次の数字は1921年 以降の人口である .

出  費 (ル ピー)

33.00

3.00

4.38

41.62

2.00

3.00

50.00

(以上, S., P.24)

第

年

1921年

1931年

1941年

1951年

196]年

523メ 、

■98ノ八、

728A

912人

984人

-25人

+230A

+184A

+72人

人  口     増  減

1921-31年 間に見 られる約 5%の人口減の原因は判明 Lな かつた.1931-■ 1年間

には 48%と いう異常な増力Πが見 られる。その後の10年間の増加率は25%であるが, 1951

-61年 間の増加率は 8%である。なお, この間の当県の人口増加率は 14。 43%で あつた。

③

l G村 の人 口変遷 (191

年

1911

1-61)

人  口     増 (+)減 (―)率

395
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1921

1931

1941

1951

1961

353

440

525

546

875

-10. 6

+23. 2

+19, 3

+ 4.0

+60. 2

1911-21年 間の-10.6%の 減少は主として1918-19年 のスペインかぜによる

もので, この村ではこのかぜのため 80人以上力道 〈なつたものと考えられている.そ の後, 19

41年 までの20年間の増加率はほぼデ リー中央直轄地のそれと同じである.1941-51年 Fal

の増加率が4.0%と 低いのは, 1947年 のヒン ドウーとムスリムとの間の不和 。暴動によリム

スリムが移住 したことによる.村民の話によるとこの村のムスリム14家族がパキスタンもし〈は

U.P。 のバレーリー県にあるムスリム多数地域 |~c移住したということである.1951-61年

間の60。 2%と い う異常な増加率は, この村が近 くの産業地区 臨 maraに よりよい生活の+1を

求めて故郷を離れてきたものの住宅難があり生活費の高 くつく地域を避けてこの村に転人してきた

人たちがかなりいることによる。 (G., P,116)

八 日 密 度・

この村の面積は 40.8エ ーカー,す なわち, 165.1ヘ クタールである。調査時点におけ

る1平方マイルあた り人口密度は 1, 544人であつた。当県の人口密度は 910人 である。

0
l S村 の人口密度 1平方マイル当495人 .(S., P.24)

男 女 比・

調査時における男子 512人 ,女子 472人 という数字は男女比に不均衡のあることを示 して

いる.男子は 52.03%を 占めている.当県の男子 1, 000に 対する女子比率 857に 対 し,

当村のそれは 941と なつている.ヒ ン ドウーにあつては男女比は男子 100対女子 88であるが

ムス リムにあつては男子 100に 対 し女子 122と なつている。両教徒間に見られる男女比の大 き

な差の原因は不明である .

0
l K村 の男女 卜とは男 1, 000人対女 870.ヒ ン ドウーは男 1, 000対女 860。 ムスリ

ムは男 1, 000対女 980.

S村の男女 lヒ は男 100対 女 82. ヒン ドウーは男 100対 女 85, ムスリムは男 100対 女

744.

ムス リムの男女比は不均衛である。女子の出生に比 して男子のど1生 が多いことが原因の一であ

るが,女子のど1生についてはなにか秘密があることも事実である。 (S。 , P,25)
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G村の男女比は男 100対女 84である。 (G。 , P.119)

出 生 と 死 亡・

出生及び死亡を記録する任務は1947年 の北部州パンチヤーヤツト法 (Ъo U.2.PanCha―

yat hj Act, 1947)に よつて成立 した村落バンチャーヤット (Gaon Pallchayat)に 委ねら

れた1948年 までは村のチヨウキーダール (警備員)力 負ゞ うていた。村会 (Gaon Sabha)の 長は

村内のすべてのだ1生 と死亡を記録し,その数をバンチヤーヤットの事務長に報告する。報告された

ものは所定の記録簿に記載される。恵慢と不注意のため記録もれになるものも若干ある .

次表は 1958年 から61年にかけてのだ1生記録である。

この4年間のど1生数115に対 し́死亡数は 84と なつている.男 子の出生数は女子のそれより

多い.こ のことが男子に対する女子の.トヒ率が低lrn原因の一つであることは明らかである。

ど1生及び死亡の記録からでは死因は明らかにならない.村人たちによれば,死因はすべて熱病

である。チヤーラーの病院の記録で明らか1/Cな つたところでは当地によく見られる病気は胃病,赤

痢,気管支炎である。マラリアの治療はわずかに13人が受けたのみである.普通の年は天然痘 ,

コレラなどの伝染病に罹る者は甚たまれである。

③

1 0村 についてはど1生死亡の公的記録 は年毎のものも10年毎のものも全 く残つていない。 (

G。 ,P,116)
S村の 1958-60年 間のど1生死亡数は次の通 り。 (S。 ,P。 26)

年  度

1958

1959

1960

1961

総  計

年

1958

1959

1960

言「

出   生

合 計    男   女

27   1(L   13

33   21    12

33   18   15

22   15    7

115   68   `!7

ど1   生     死   亡

計 男 女  計 男 女

36  22  14    6   3  3

22  13   9    8   6   2

31  10  21    9   5   41

89  45  44   23  14   9

死   亡

合 計   男   女

28    19   9

9       5     4

27   14  13

20    5  15

84    43  ・ll

自 然 増

計  男  女

30  19  11

141   ?   7

22   5  17

66  31  35

医 療 施 設
1



チヤーラーには診療所があり, Princむa■ MOぬ ca■ Servico第 2級の医官,薬剤師,看護係の

少年が勤務 している.診療所は設備が整つており, 1959年 3月 15日 に開所したものである。

ベツドは男子用 4床′女子用 2床 がある。チヤーラーにはほかに 16人の正規の医者がいる。バロ

ーリー村の住民はこれらの医者の治療も受ける.

Jl産に際しては普通,バンギー 。カース トの女が正規の訓練を受けているわけではないが産婆

の役割を果たす。女たちはすべて経験のみを知識としている。難産の場合はチヤーラーの妊産婦相

談所の世話になるか,正規の助産婦の応援を得るかする。1961年 に助産婦はこの村で4人の出

産の世話をした。

チヤーラーの基礎医療センターには衛生官 1名,種痘技官 2名がいる

●

l S村 には医療施設はない。正規の資格をもつ Liけaはいるが受診者は多 〈はない .一番近 く

の診療所は Ⅲ rpur一 MOhanpur村にあるが 自然に治るまで待 ち,そ うでない場合:診療所にJlか

ける.病気やイン ド医術についてC)知識を持つている年長者が初期には援助することがある。 19

60-61年 の間1/C16人が診療所で受診 した。同期に開業医に診てもらつた人は 24人いた。開

業医の診察代は高いので, よほど重態にな らない限り診て もらうことはない .

この村には産院lrlな く,「1産の世話はチヤマールとテーリーの女たちが産婆の役 をする。この

女たちは正規の資格を持 つておらず,器具 も十分には持 つていない。 (S..P. 26)

公 衆 衛 生 と 下 水 道

この村の道路は約 1, 75()ヤ ー ドあるが,そ の うち 1, 000ヤー ドはバンチヤーヤツトの

手で舗装されている .し たがつて道路は清潔できれいである。村には井戸が 4本 ある.こ れらは毎

年開発プロツクの職員が消毒する。これらの井戸は雨季にはずいぶん泥水が流れ込む。ため池の水

面 l―t上がるがマラリアにひど〈苦 しめられることはない .マ ラリア予防局が定期的に DETや ガメ

クサン (有機合成殺虫剤の一)を散布 してきてお り,マ ラリアの蔓延を防止する上でずいぶん効果

をあげてきている。

年 齢 別 人 日・

次の表 4-1は この村の人口を年齢 別に分解 してみたものである。

表 4-1

年 齢 別 人 口

男年 齢 層

総  数

0- 4

5- 9

10-14

口

984

158

122

105

女

472

70

60

53

人

512

88

62

52

50



15-19

20-24

25-29

30-341

35-39

40-44

415-419

50-54

55-59

60-

年 齢 層    合

(歳)   人数

合  計   984

0-14   385

42      23

79

76

741

63

52

67

44

30

40

45

32

26

36

24

49

86

29

81

26

31

20

19

10

38

28

74

18

86

この表か ら判明するように 385人 (39,12%)は 0-14歳 の年齢層に属し, 455人

r46.24%)は 15-49歳 の年lii層 に属 している。残 りの 144人 (14.64%)は 50

歳以上の年齢層に属 している.0-14歳 までの年齢層の人口 (39.12%)は 50歳以 上の人

口 (14.6■ %り の倍以上 とな つている。州の人口の場合 と同様急激な増加を示している .

0
1 (G村 で)年善|に 関する資料を蒐集する際に幾つか特異な問題に遭遇 L´ た。最 も重大なこと

は村民が 自分たちの正確な年齢を知 らないとい うことであつた.こ れは老齢者になればなるほど多

く見 られるところで, 5-7歳の差はごく普通であつた.実際,一部の老人は 自分の齢 を `biS‐

y6 sJ' ,す なゎち「数十歳」 と答えることがあつたので,大体の年齢をつかむことさえ難 し

かつた。また,年寄 りたちは 65と か ?0, 80と いつた概数で答える傾向があつた。こ¢)よ うな

混乱が生ずるにはいろいろな理由があるのだが:その最大の ものは,子供の頃学校へ行 つたり役所

に勤めたりしたことのある者は僅かなために正確な年齢 を記憶 してお く必要がなかつたことにある。

こうした困難を克服するために調査者たちは,村を中心 とした事件史,す なわち, 1918-19

年のスペインかぜとか 1938年 の洪水, 1934年 及び 1986年 の強盗団の襲来, 19」 17年

のイン ド分割などの事件を基に村民に質問をして正確な年齢をrlFr認する作業を した。 (G。 ,P.

l18)

結 婚 状 況

次表は年齢層別lFc見 た結婚状況を示 している .

表 4-2

年

男

512

202

齢 j唇 別 結 婚 状 況

計   来  婚  結 婚 中

女 男 女 男 女

`L72 227 194 255 247
183 202 177   --   6

婚

女
　
一

離

男
　
１
　

一

や
　
男
　
９

も め

女

31



15-19

20-241

25-29

80-34

35-39

410-44

45-49

50-b4

79  80  49  16  15  13  34

76  40  36   5   2  35  34

74  45  29   1   -  43  29

63  32  31   1   -  31  30

52  26  26   1   -  23  26

67  36  31   -  ―-  33  29

44  24  20   -  -  20  19

42  23  19   1   -  19  17

1     --       1     -―

3    2      -    ―

4    1     -―    ―

3     2      -    ―

3    3      -―     ―

13  22   -―   ―

8%)は 未婚者で, 502人 (

離婚者は 1人 である.夫婚者の

一
　

一

一
　

１

１

　

一
　

１

　

一

55-59    28 18 10  -  - 15  7

60--       741  36  38   -  ―-  23  16

この表から明らかなように総人口 984人 中 421人 (42.

51.1%)が 現在結婚 している.や もめは 60人 (6.1%),

大半は 0-14歳 の年齢層に属 している .

現在結婚 している男女の数 l―lほ ほ同 じである.10-14歳 の女子 53人中,結婚 してい る者

は 6人 しかいなかつた。これは今なおわずかながら早婚の風のあることを示 している。25歳以上

の女子で夫婚の者はなかつた 25歳 以上の男子中夫婚の者は 4名いた。

村には男やヽめ 29人,夫亡人 31人がいるが, その大半は 4o歳以上である。

次表は年齢層71Jに みた結婚 している人の比率である。

表  4-3

年  齢  j啓

0-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-441

45-49

50-54

55-59

60-

年 齢 層 ;J結 婚 し て い る 人 の 比 率

人 数   結婚 してい る人数   年齢層に占める比率

385        6          1,6

79      47        595

76      69        9Q8

74       72         973

63       61         9Q8

52       49         9■ 2

67      62        925

44       39         886

42       36         8● 7

28      22        7a6

?4      39        527

上の数字によれば,年齢層 25-29, 30-34, 35-39に おいて結婚 している者の比

率が最高となつている。45歳を過ぎると配偶者の一方が死亡するので比率は減少しはじめる.
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In‐ 婚 年 齢

1966年 に施行されたヒンドウー婚姻法・ では男子は 18歳以上ぅ女子は 15歳以上でなけ

れば結婚を認められない。それまでの Sarda法 2に
ょれば女子は 14歳以上であればよかつた。

既婚男子 285人中236人 (72%)は 18歳未満で結婚している。同様に既婚女子278

人中214人 (77%)は , 1956年 までは 14歳, 1956年 以降は 15歳という結婚年齢の

制限規定に違反して結婚している.5

1956年 までに結婚した男子 244人及び女子 233人中,男 子206人 (80%)は 18

歳未満で結婚し′,女子 182人 (78%)は 14歳未満で結婚している.1956年 ヒンドウー婚

姻法の施行後に男子 41人,女子 45人が結婚 している。そのうち男子 24人 (59%)は 13歳

未満で結婚しており,女子 32人 (71%)は 15歳未満で結婚している。このように結婚最低年

齢の制限規定追反はあとをたつていない。

この規定違反のかどで処罰された者は一人もいない。したがつて, Sarda法 及び 1956年 ヒ

ンドウー婚姻法のこの規定は実際には死文と化 l´ ている。花婿側と花嫁側の都合によつて式が挙げ

られるのであつて,年齢が規定に達 L´ ているかどうかは全く無視さオ1ている。

③

l ‐O Hindu Ma=iage Act,1955は ヒン ドツーーの婚姻に統一性をもたらした。結婚を認め

られる親等の範囲に統一 した規定を設けたほか, カース ト間の婚姻,重婚の禁止,離婚の認可,結

婚年齢 (最下限を男子 ]8歳,女子 15歳)な どを規定 している。

2 正式には The mi■ d ttr■ iage Restmint Act XIX of 1 9 9 9と 呼ばれる。提案者 Har

Bi■as Sardaの 名に因んで Sa量a Actと 呼ばれた。これによれば,結婚最低年齢は男子が 18歳以

上,女子が 14歳以上でなけれはならなかつた。

3 G村住民の平均結婚年齢は次の通 り。 (G。 , P,123)

現在の年齢     昇子数   平均結婚年齢   女子数   平均結婚年齢

15歳以下       4     14.3     9     13.8

15-25      53     16.9    84     13.2

25-35      61      13.9    50      11.8

35-45      4・ 3      12.8    87      10.8

45-        63      12.6    41       9。 9

計       224     14。 1   221     11。 9

なお, 15歳以下の人口は男子 218人 ,女子 173人 である。 (G., P。 120)

識 字 度 と 教 育

次表はこの村 の識字度と学歴の状況を示すものである。

表  4-4

カ ー ス ト別 識 字 度 と 学 歴・
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カ ー ス ト

合   計

l Brahnlin

2 Barhai

3 Bhangj

4D10bi(Hindu)

5 1Qlar

6 byasth

7 LOhar(lLs■im)

8 Nai

9 Pathan

10 Sヽtava

l l LOd110y

1 2 El■obi(血 S■ im)

カ ー ス ト

合   計

l Brahm■n

2 Barl■ai

3 mang■

4 Dllobi(Hindu)

5 КLhar

6 Kayastll

7 LOhar(lits■im)

8 Nai

9 Pathn

10 」atava

l l lLodhey

1 2 Dhobi(■慟■S■im)

総 人 口

男  女

512 4172

6     6

14  13

5     6

3    2

1      1

2     1

2    2

18  16

62  78

4{9  45

345 298

5    4

正規の学校教育 以

外による識 字 者

男  女

97  42

2    2

2     1

1      1

1     -―

-  2

15 15

3    -

73  21

文   盲

男  女

383 429

3    4

12  12

5    6

3     2

1      1

1     2

17  14

41  63

46  45

249 276

5    4

識 字 者

男  女

129  43

3    2

2     1

2     1

1      -―

1     2

21  15

3    -

96 22

初等学礼 初  上級中等学  高等学校卒

級中等学校卒     校卒

男  女    男  女   男  女

20   1      9   -    3   -

一
  -    1  -   

―
  

―

1  -    ―
  

―
   

―
  

一

―
  

―
    

―
  -   1  -

4  -    2  -   ―  一

15  1 6    -      2    -

この村では人口の19.48%が 識字者である。この県全体の識字率は19.63%で ある。

男子の33.69%,女 子の10.21%が 識字者である,識字者の約 80%は 学校に上らずに字

を学んだ者である。12%は初等もしくは初級中等学校の教育を受けている.6%は上級中等学校
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の教育を受けてお り,高等学校卒業資格を持 つているのは 3名である。

次表は カー ス トと識字率 との関係を示す 。

カース ト          識字率 (%)

l  Khyasth                    100

2  Brahl詢 in                     33.3

3  Barllai                      ll.1

■ LOhar(M2s■ im)              25.

5 Nai                      8.82

6 Pathan                     25。 71

7 LOdhey                     21.57

8  Jatava                         8。 19

バ ンギー, ドービー, カハー′′はすべて文盲である。

次表は年齢層別にみた識宇度 である。

表  4-5

年 齢 層 別 識 字 度

年 齢 層  正規の学校  初等学 1交  上級中等  高等学校  識字者総    %
教育以外に  .初 級中等  学 1交 率    卒     数

よる識字者  学 校 卒

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0--1 1     40   25     4    -    一    ―    ―    -   44   25     18,95

15-34   31  14  11   1   7  --  3   --  52  15   22.94

35-59   20   3   5  -  8  -―   ――  - 27   3   13。 3

60-     6  -  一   ―   ―   ―   ―   -  6  -   8。 11

計     97 42 20  1  9  -  3  -129 43

識字度の最 も高いのは 15-34歳 の年齢層である。実際には,学齢期の層 (5-14歳 )力ゞ

最高 である。識字度が高 ま り教育が普及 しつつあるのは確かだ。

③

l K村のカースト別学歴()内はカース ト別八日。 (K., P. 22)

正規の学校   初等 学 校   初級中等学  上級中等学

カースト       警可曇笙響            
校   校 以 上

計 男 女  計 男 女  言十 男 女  計 男 女

Ahir    (9 2)       10 10  1        2   2          2  2

Blludhar(8 0)       11   7   4      6   6        141 13   1    1   1

Br曲in(70)   ll l1     4 3 1   1   1  1 1



Brallma Bllatt( 11)  1   1                         1   1

Kvastl■a   ( 56) 5  1  4   13 12  1  13  8  5   6  6

翻 lar        (  25)   l    l

Kulttar  ( 7)

Sonar       (  54) 13  13

Te■i        (   2)                   1   1

1ra ish      (   5)  2  1   1

chamar      (lo5)   5   5           2   2         3   3

Pagi   (47)l l

Choorihar   (  24)   5   3   2                     2   2

LrZ■    ( 5)1 1                          `

2 0村 の年齢別 。iL別識字度 (G。 , P,124)

年 齢  層    識  宇  者   文     盲   合     計

男 女 計  男 女 計  男 女 計

0- 4               74  71 145   741  71 145

%                100 100 100

5-14    76  20  96   67  91 158  143 111 254

%       531 180 378  46.9 826 622

15-24    45   3  48   35  86 121   80  89 169

%       562  34 284   438 966 71.6

25-34    25     25   45  50  95   70  50 120

%       357     2Q8   64・ .3 100 792

35-54    24  1  25   54  58 112   78 59 137

%          3く)7   1.7  18.2    68.3  98.3  81.8

55-       8      8   23  19  42   31  19  50

%      258     16.0  74.2 100 84.0

計      178  24 202  298 875 673  476 399 875

%          874   6.1  23.1    62.6  93.9  76.9

教 育 施 設・

1960年 に女性の農村指導員の指導監 督下に開設 された小学校 (Ba■ Ba ri)以 外 この村 には

教育施設は何 一つない。グ リハ 。ラクシユミー イ刀自)と 呼ばれる女 性指導員は QLrraの 日1身で

ある力も 4年生 までの 24人 r女 19,男 5)に教えている。彼女 は開発プロツクか ら月額 20ノリ

ピー,村会 (OaOn Sabha)か ら月額 5ル ピーの手当を受けてい る。それ以上の学校に行 く に は

Cnaraに出なければな らない。 Chharaには



小学校が 2校,女子の初級中等学校が 1校,それに高等学校が 1校ある.こ れらの学校はすべて県

当局の管理運営下にある。バロー リー村からChharれ に勉強にJlて いる女子は 1人 もいない。

0
l   G村 に お け る

カ ー ス ト

Guj ar  計

就学者

%
Brahinin  言ト

就学者

%
Raj ID■lt 計

就学者

%
Gosain   言十

就学者

%
」at   計

就学者

%
Nai     言ト

就学者

%
Kulnhar 計
ndOra 就学者
Muslim  %
Sunar

Baniya   言「

就学者

%
Charlar 計

就学者

%
Bhalagi 計

就学者

%

カ ー ス ト 別

男

35
25
71

20
15
75
11
10
91
10
2

20
1

1

100
7

3

43
9

2

22

11
6

54
33
7

21
12

1

8

学

女

１

５

４

９

２

８

１

４

８

４

２

０

１

就

　

　

２

　

２

１

　

１

２

　

２

　

　

５

率  (5-15歳 )

言「

56
50
53
39
17
43
32
141

44
14
4

28
2

1

50
12
4

33
13
2

2

5

1

20
4

3

1

33
28

5

14
7

50
61

7

11
17

1

6

家 族 構 成 と 家 族 内 の 関 係・

家族はインドの村の経済社会構成上,最重要の位置を占めるものである.一家の長は家族全員

から尊敬され,その発言は最終的なものであり,ど うしても従わねばならず,異議を申し立てるこ

とはできない 結婚は自然なことであり大切なことと考えられている。パルダーは年長者のいる際

に行われ, ムスリムのほうが一段と厳格に行われる.食事は男子が済ませてから女子供がいただ く

ことになつている。



196所帯中, 93所帯 (48%)は ,夫婦と来婚の子女から成る単純家族であるのに対し,

28所帯 (14%)力 ,ゞ夫婦と来婚の兄弟姉妹及び両親の片方とから成る中間家族である。また,

57所帯 (29%)は 夫婦と結婚した子女, もしくは,結婚した兄弟姉妹とから成る合同家族であ

る。18所帯 (9%)は配fF」者の片方が欠けている。

0
1          0

所帯の型

0。 ,PP。 130-131)

計

(1)

(2)

(3)

(44)

計

4

78

50

17

＜

　

Ｂ

ｈ

ａ

ｎ

ｇ

■

樺
い　
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｒ

押

一
　

Ｂ

ａ

・

・

ａ

と成

　

Ｍ ｓ

ｕ ｕ

ｓ ｎ
一

・ ｒ

ｍ

構

¨
　

Ｋ

ａ
ｄ

ｅ

ｒ

ａ

帯

¨
　

Ｋ

ｕ

ｍ
ｈ

ａ

ｒ

所
　
Ｎ

，
・

．
″
　

Ｊ

ａ
ｔ

ス

　

Ｇ

。

ｓ

，

．

ｎ

一
　

Ｂ

ｒ

ａ
ｈ

ｌ

■

ｎ

力

　

Ｒ

・

Ｊ

ｐ

ｕ
ｔ

の村

】

Ｇ

〓

Ｊ

ａ

ｒ

１

　

４

５

　

３

　

１

2

14 712 6

12  5 6

5   5   2       1

2

2 26  5

2 15  3

1    1    1

311920619 544  9   149

(1)は 1名 より成る。(2)は 夫婦と子供から成る。(3)は夫婦と息子夫婦とその子供から成る.14)は

兄弟たちと配偶者,その子供たちを基本1と し,いをこなどの親戚関係にある者やない者を含める。

全  1人
所  所

力~ス ト  帯 帯

数 数 男 女

Charnar    44   2  ■  ■

Guja r      3■

Brahm■ n   20

Rajput    ■9   2   ■   ■

Bhangi      9

Na■          9

oOsa当■    6

3aniya     5

Ⅳhs■ im     2

Sunar      ■

」at         ■

Ka dol■      ■

ICttml■ ar     ■

言「     ■49  4  2  2

2-3人   4-6人   7-9人   10人     計
所

製

ワ
υ

３

１

４

２

■

女男

所
帯
数女男

所
帯
数女男

　
　
ヽ

　

・５
　

５

所
帯
数

　

ｂ
　
ｈ
　
４

4  7

■   1

6   5

■   2

■6  2o  52  49   9  55 5■

8   9  26  23  9  66 55

4  8 25 2o  7 27 29

4   6  ■3  ■5   3  15   9

2   5  ■o  ■5  ]  4   5

3  2  4   5  5 ■4 ■o

5  7   8  2 ■■  4

2   6   5   2  ■■   5

■

■   6   5

■   6   2

55  56 146 ■4o  58 ■65 ■32

所

帯

男 女 数 男 女

■6  ■4 44 ]■9 ■C18

20  ■5 61  97  8■

7   5 20  64  56

31  29 ■9  677  58

■3  ■o   9  28  28

7   5   9  3o  2■

6  2o  12

5   6   5  22  ■6

84295

■   6   3

56■ 56

3   6   5

■   5   2

■7 ■■2  9o ■49 476 59934  5■
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余 暇 と 娯 楽

時 ,々縁日に市が立つたり,祭 りがあつたりするのが日常の瑣事からの息抜きになる。以前,

村には 4台のラジオがあつたが:そ のうち2台は故障 していた。1台は売却され, 1台 は街に持つ

て行かれた。仕事の閑な時にはバレーボールや トランブ遊びをして気分転換をすることがある.男

も女 も暇さえあれば,幾人かずつ集まつては無駄話をする。政治のことから村の醜聞に至るまでな

んでも話題lr―cな り,批評が行われる.先述した女性農村指導員は村の女たちに文化活動を指導して

きている.女たちの中には歌や踊 りのこの活動に参力Fしている。熱心に参加しているのは十余人で

ある。企画局は リー ドオルガン, シンバル,竹笛,鼓を購ス.し て与えた。一部の女たちは閑4時に

は,女性指導員,すなわち, グリハ7ク シユミーから編みものや縫いものや読書の指導を受ける .

青少年は十月にカバツデイー遊びをする。時にはラージガー トやサンカラーまで出かけてガン

ジス川につかる。

宗 教 活 動
エ

村には l`ン ドウー寺院が 2モ スクが1あ る。

ヒンドウー寺院の一方には神像は1体 もまつられていない.も う一方にはシヴア神僚がまつら

オ1て t/1る .こ れは,約 10年前村のローダー‐,パ ラムスク氏がI・・よそ2, 000ル ピーを投じて建

立したものである。そC)管 理にはパラムスク氏の娘で,同氏の遺産相続者となつている人があたつ

ている。実際._よ半のヒンドウーはあまり熱′いには参詣しない.多数の参詣人があるのlrt,シ ヴア

。ラー トリのような祭日に限られる。            ｀

モスクはおよそ百年前に利のザミーンタ`―ルが建立 したものである。村のムスリムはモスクを

立派に管理運営している。モウルヴイー 0タ ヒドウツラー・ 力‐ンがモスクを管理しており,ア ミ

ール。カーン氏が管財者になつている。In― 婚式の際,花婿側と花嫁領Jの双方称 らなにがしかを献上

することになつている.モスクlFC付属した財産として年間 160ル ピーの収入をもたらす約 2.40

エーカーのすもも園がある。メーラト地区バーグパ ト瀾5ト リパーリー村在住 C)ア ンワル ●アフマ ド

。カーン氏がハーフイズで,礼拝を指導したり,・Tス クの世話をする。同氏が来た際には,各家庭

が順番に宿所を提供することになつている。同氏は時々,信徒から贈物を受ける.

0
l K村にはシヴア寺院があり,御神体シヴプリンガがまつられている。他の神像もまつられて

いる。また, L・ la Sin女 神の寺院があり,女神像がまつ られてt/hる 。Ra五 ― Didi― ka― Chbu‐

ra と呼ばれる壇があり,村の女たちが結婚や男子のどI生を祈願に訪れる。モスクはなく,ム スリ

ムは祭日には隣村のモスクヘ世1か ける。 (K。 , P,23)
S村には百年にど前に建立されたシヴア寺院があり,村人たちはシヴアラー トリには参詣する。

シータラー女神をまつつてあるIE~が あり,村人たちは天然痘が流行する時にお祈 りに来る.村には

モスクはないのでムスリムは祭礼の際には隣本ゴまで行つて祈 りを捧 lrl‐ねばならない.(S.・ P.

29)



G村の普通の人は神は一なるものと信じている力主 生活の特定の面で影響力を持つている神々

があるとも考えている。

村民の間に最もよ〈知られている神々はラーマ, クリシユナ,シ ヴア,ヴ イシユヌ1ガネーシ

ユ,ハ スマーン, ラクシユミー,パールヴアテイー等である。このほかにこの地方でマーター (

Lta,母,母神,尊称)と 呼ばれ崇拝されている神々がある。村民たちは煉瓦で壇を築き, これら

の神々をまつつている。特に婦人たちはよく祈りに行 く。村にはこうし′たものが五ケ所ある。 2つ

は BhOOttanと 呼ばれ るもの,その他 lrlそ れぞれ ぬaummwa■i mta,Lsumi■ Iata, Ohandi 14″

taと 呼ばれている。 Bh。。niyanと ltこ の村を拓い た人 とされ る人の名に因んた ものである●  こ

こにまつられているのは富や繁栄をもたらず神格とされる.作物の豊凶に関係があるとされる。花

婿が花嫁の村へ出かける際に家族の女につきそわれて訪れるほか,一家に長男が生まれた際には産

後 13日 目に産婦はその子の健康 。長寿 011世を祈りに訪れる。牛や水牛が乳を世Iす ようlc~な つた

時にはその最初の手Lをお供えに来る.

カース トや経済状態の如何を問わず村人はだれでもこうした壇にまつられた神々に祈りを捧げ

に行ける。もつとも高いカース トの女性が祈つている時には不可触民はその祈りが済むまで待たな

ければならない。一般的にネL拝の際,素焼の小皿に燈火をともし,なにか菓子を供える.時に l・ 布

切れを壇にかけることもある.バ ンギー。カーストの者がこうして供えられた布切れや食物のおさ

がりをもらう.

Challral■ewali Mataは 血 San■ mtaと も呼ばれるが,悪霊とかナプスやはしかの病魔を支配す

る力を有するとされる。十プスやはしかに幡つた人があると,家族の女たちはそこにお祈 りに行 く。

chanJ mtallt人の生死に力を有するとされるが,壇が築かれているわけではなく煉瓦力ゞ 2つ

並べられているだけである。

LSulni htaも やはり煉瓦を並べただけのものであるが=村人たちはだれ一人このlllataが ど

のような力を有するものか知らない.こ の村の主な祭の際にはこれも拝まれる。

この村で中′ふ的な礼拝所はシヴア神をまつつた寺院である。これはおよそ50年前にMandaけ

li村 のKh抑枷iと いうバこヤー r商人)力 ,ゞ子宝の授からぬのは宿業のなせるところとL.て その

罪ほろぼしにこの士Lに 16ビーガーの土地を買い求めシヴア寺院を建立 したものとされる.寺 は

16平方ヤー ドの広さを占めており,残 りの土地は現在ゴーサーイン●カーストの男に貸されてお

り, この男が寺院の維持 0管理の責任を負つている .

チヤマールとバンギーoカ ースト以外の者はだれでも寺院に入ることができる.も つとも毎日

参詣するのは 10人にどで, シヴアラー トリとかデイワーリーといつた祭日には100人を超す参

詣人がある。

チヤマールやバンギーは寺院の外からしか拝むことはできない。 (G。 ,PP,160-162)

縁 日

パルグナ月黒半 13日 のシヴアラー トリの縁日には村には市が立つ。当日,近隣の村から 約
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2, 500人 の人が参詣する。参詣人lfl各 自ガンジス川の水を容器に入れてシヴア寺院にやつて く

る.水はシヴアリンガムに注 ぐ.

もう一つの縁日は多 〈の村人たち,特に ヒン ドウーが参加するが,こ れはカール テイカ月の十

五夜,す なわち,マ ーガサンクランテイの日にサンカラーのガー トで催 されるもので多数の人が聖

なるガンジス川で沐浴する。

毎年 1月 ,ア リーガル市で開催される博覧会にはこの村から口1かけて行 く人 もいる。

祭  日・

イン ドは貧 しいが饗宴と断食 と祝祭の国である.縁日や祝祭は,祝賀や歓楽の機会 となるはか

りでな く,村の単調な生活に自然なうるおいをもたらす ものである.ヒ ン ドウーの祭 りは一年中 1/C

ほぼ平均 して分散 してお り,特定の月日に集中していない。これらlrlィ ン ド暦にょつている.ヒ ン

デ イーによネ月の名を次に示す .

イン ド暦      西洋暦       イン ド暦       西洋暦

マ  ー  ガ い崚Ⅲ⇒   l～ 2    シ ユ ラー ヴアナ (Shnvana)   7～ 8

パ ー ノレグ ナ (Phalgma)2～ 3   バ ー ド ラパ タ
゛
(BhaarapaM) 8～ 9

チ ヤ イ トラ (Chaitra)3～ 4  ア ー シ ユ ヴイナ r Ashvina)  92-L0

ヴァイサーヵ rVぬ sakha)4～ 5   カ ー ル テ イカ (Ka rtika) 10-11

ジエーシユタ (みoshtlna)5～ 6   マールガシー/bシ ヤ (Lrgasirtta)11～ 12

アーシヤーダ (Asmdha) 6～ 7   ポ  ー  シ  ヤ (Pausha)  12～ 1

普通次の祭日が村で祝われる。

ラームナッミー (Ram NaШ饉 )

この祭 りはナヤイ トラ月白半 9日 にラーマ神の生誕を記念 して祝われる。各家庭でキールや プ

ー リーなどの御馳走がつ 〈られる。また, この白半の 1日 から 9日 までは,特に女性が毎日, ドウ

ルガー女神にお祈 りを捧げる。一部には断食をする女性もいる。

ガンガーダサラー (Ganga■a sehra)

この祭 りはジエーシユタ月白半 10日に祝われる。村の ヒン ドウーはガンジス河 で沐浴する。

この日ガンジスの聖水で沐浴するとあらゆる罪科が洗い流 されるものと信 じられてい る。

ハ リアー‐リーテイージユ (Lria■ i Tooj)

これはシユラーヴアナ月の白半 3日 に祝われる。これは主と して少女や若い女性の祭 りであ り

モンスーンの雨が本格的llC降 り始め,灼熱の太陽が涼 しいI「llに とつて変わられる雨季 1/Cや つて くる .

2人の女性が互いに向かい合せ 1/c‐ なつて向かい側に足をのば してすわれるよう17C,木 の丈夫な校 に

ぶらんこがかけられる。他の者たちはぶ らんこをお したり,一緒に歌を歌 つたりする.こ の機会に

は,新妻たちが実家に招かれる。

ナーグパンテヤミー (Nag Panchami)

これは蛇をまつる祭 りで, シユラーヴアナ白半の 5日 に祝われる。ごはんとそ うめんが炊かれ



る。蛇神の絵が壁に描かれ,拝まれる。

サーロ ノ, もしくは, ラクシヤーバンダン (Salon。 ,Raksha Bandhan)

この祭 りはシユラーヴアナ月の満月の日に祝われる。ハ リアー リーテイージの 11日後にあた

る これは本来,兄弟の姉妹に対する保護の誓いを年々新たにするとい う祭 りである。この日には

ラーキー (色 のついた紐)を姉妹が兄弟の手首に結ぶ。兄弟は姉妹に愛情と好意の [ン るしと若千の

金子を贈る。

ジヤンマーシユタミー (」alallltsh tami)

これはク リシユナ神の生誕を祝 う日で, ヒン ドウーに とつては最 も重要な祭 りの一である。バ

ー ドラパ ダ月の黒半の 8日 にあた り,真夜中まで断食が行われ,讚歌が歌われ,ま た菓子が配 られ

る。

ダサラー (Dasohra)

この祭 りはアーシユヴイン月の朔日か ら十 日までの間に祝われるもので, ヒン ドウー iFcと つて

は最 も重要な祭 りの一である。魔王 ラーヴアナに対するラーマの勝利,すなわち,善の悪に対する

勝利を記念す る祭 りで,村人たちはこの十 日には夕方 Crl.armへ Jlか け, ラーヴアナの像が焼 き払

われるのを見守る。

デイーワーリー ′
(Dil17a■i)

デ イーワー リー,す なわち,デ イーパーフリー (燈火の祭 り)は ヒン ドウーにとつては重要な

祭 りの一である。これはカールテイカ月の朔日にあたる。これは ラーマがラーヴアナに勝利を収め

て:婦還 したことを記念する楽 しい祝いである。雨季があけ,家を美 しくする季節である.どの家 も

堕を塗 りかえる.涼 し́い季節になり,毛の衣類が取 り11さ れる。午后 8時頃,富の女神,す なわち

ラクシユミー神に祈 りが捧け られる。すべての装身具や金銀硬賃が幾枚か神像の前に置かれる。村

中,す なわち,家の屋内屋外を問わず,家畜小屋や荷車の上にまで素焼の小皿に燈火がともされる。

あた りには喜びがみなざつてお り,花火や クラツカーで遊ぶ子供 たちもいる。子供 たちは燈火をつ

けた りもする.キ ールやバターシヤや菓子をもらう。各家庭では馳走がつ くられる.ま た,家の中

では ラクシユミー神をまつ つたところに夜 In~し 燈火をあげておき,女神が入 つてきて一家に祝福 を

与えて 〈れるよう戸を開け放 L′ てお くならわ しである。一部にはち よつとした賠けごとをする人た

ちもいる。この夜賭けに勝てば一年中幸運に恵まれると一般に信 じられている。

ゴーバルダン プージヤー (Gobardhan Puja)

これはデイワー リー祭の翌 日に祝われる。中庭などに牛糞が堆に積まれ,偶像がこしらえられ

る。午后 8時頃に牛糞 と牝牛が拝まれる。ゴーバル (牛糞)は ダン (富)である。

バイヤー ドウージ (Bha,a bj)

これはゴーバルダンプージヤーの翌日に祝われる。この日,姉妹は兄弟の額にテイーヵ―をつ

けてやり,菓子を贈る。兄弟は愛情のしるしとして姉妹に贈物や金子を与える。

シヴァラー トリ r ShiVa Ratri)

これはパールグナ月黒半の 13日 に祝われる。この日,断食が行われる.シ ヴア神をまつ るの



であるが,こ の村の住民はその前日サンクラーガートヘ行き,シ ヴア神像に注 ぐため聖水を容器に

入れて持ち帰る.こ の縁日lrCは村のシヴア寺院の近〈に市が立つ。

ホ ー リー (HO二 )

この祭 りはすべての人,特に下層カース トの人人や若い世代に広 く親 しまれてお り, とても人

気のあるものである.パールグナ月の白半 15日 にあたる.女や子供たちはホー リーの火壇を拝 tr・

これは夜中のある時刻lyC,一― パ トラと呼ばれる暦を見てバンデイツトが決めるのであるが一一

燃やされる。点火するのはパンテイツトである。麦わらが くべ られ,そ の火は友人たちに分けられ

る。馳走がつ くられる。翌日は色のついた水をかけ合 つたり, グラーノし (赤色をした酸化物から調

製)を互いの顔にす りつけた りする。この日ll‐■パーグの 日と呼ばれる。とて もにぎやかなもので喚

声や大 きな笑声があふれている。これには一部のムスリムも気楽に参力Hす る。人々は互いに抱き合

い愛情を確認する。午后 3時頃大勢の人が歌 つたり楽器を押きなが ら村の中を練 り歩 く。

0
1 次に本文の説明を補足するために G村 の祭 りの概要を記す .

1年の祭礼はチヤイ ト (ラ )月 のパソーラ (Basaulaク 察で始 主り,パー (ル )グ ン月のホ ー

リー ドクレヘンデイー (H。 ■i― Dull■ el■i)祭で藤わるものとされる。

l BaS枷:a チ ヤイ ト月の白半 7日 に祝われるもので,既述のいわゆるマーターの壇(mata

g chて Lb.lt afr)へ女 たちが詣でる。それぞれのマーターに加護を祈 る。

2 」eょh E Dasttraジ エー ト月の白半 10日 にあたる.村 民はみなこれを祝うが,特に晨民

が熱心に祝う。この頃までには農作業もおわり,暇 になる。ジヤムナー河や時にはガンジス河に行

つて沐浴すると,農作業の際,牛 を打つたり蟻などの虫を殺したりして身についた罪障が洗い清め

られるとされる.村人たちによるとこれを祝う人はかなり減つてきたとされる :

3 島  これは子供たちも参加することがあるが,本来女性だけの祭 りである.本文のハ リ

アーリーテイージユ祭と同じ。既婚の女性は親から贈物をもらう際,彼女の夫やしゆうとなども木

綿の織物が贈られる。

4 POhOncfも しくは si■ on。 これは上の 3の 11日 後に祝われる。 POhOnchi というのは

姉妹が兄弟の手首に巻 くめてたい組のことである.皆は この日朝早 〈起きて沐浴する.こ れはすべ

てのカース トが祝 う力ゞ,バ ラモンはグージヤル,ジ ヤー ト, ゴサーイン, ラージブー トなど高い カ

ース トの家庭を訪れ,戸主 (男 子)の手首にやはりめてたい紐を巻 く.低 いカース トの家へは行か

ない。村 民たちの言によるとバラ・Tン によるこの風習はすたれつつた,る とい う .

5 」anam Ashtami クリシユナ神の生誕祭である。あらゆるカース トの人が祝 うが ,バ ラモ

ンとゴサーインが熱心に祝 う。この日,女たちは断食をし,月 がど1る まで水 さえ飲まない。

6 Guga職崚証 バードン月の9日 にあたる.こ れは古の聖者Gllga rirを 讚える祭りである.

蛇を支配する力を持つとされる。Gu」 Pirに 蛇の害から身を守つてもらうよう祈願する.こ れは

すべてのカーストが祝うが, チヤマールとかバンギーといつた低いカーストの者はこの祭りを」har

Pirと 呼んでいる。
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7 1Qnagat これはバー ドン
`バ

ー ドラ)月 の 15日 からアスジ
`ア

ーーシユヴイナ)月 の朔

日までの間のいずれかの日に一家の祖霊を弔う行事である.一般に弔われるのは父親や祖父の霊で

あるが時には母親とか祖母, あるいは18歳以上になつて亡 くなつた息子の霊であることもある。

これを行う資格のあるのは息子だけで妻や娘はその資格を持たない。この日にはバラモンが招かれ

る。招かれたバラモンは儀式をとり行つた後,ギーを用いた料理をlE・舞われる.牝牛 とカラスにも

食物が与えられる。バラモンや牝牛, カラスに振舞われた食べものは天界の先祖に届 くものと考え

られている。しかし,バラモンは指定カーストの家へは行かないので, チヤマールとバンギーは自

分たちでこれを行 う。

8 Nauratl■a― Dasahra Naurath とは九夜のこと, DaSah拓 とは十日目のこと。アスジ

(ア ーシユヴイナ月)の朔日に始まり十日に終わる。この間,一部のカース トの女たちは」hatth・

雑減をまつる。

9 Krarva Chmtllは カーテイク (カ ーノトテイカ)月 の白半4日 に祝われるもので主婦たちだ

けが参加する。この日,女たちは夫の長寿と神の加護を祈頗 して夕方まで断食をする。チヤマーガ

の女たちはこれは全 〈祝わない。

1 0  DJWa■ i

ll Dov Utllani Gyas カーテイク月の白半 11日 にあたる。この日,神々は (ア ーシヤーダ

月の 9日 からの)眠 りからさめるものとされる.し たがつてこの間,結婚式は挙げられない.女た

ちはこの日断食をする。夜の 9時頃に しんちゆう製の食器類を打つて神々を目覚めさせた後,食事

をする。男や子供はこの祭 りに加わらない.と もか くこれにより結婚式の季節が到来するわけであ

る。

12 Ganga Jalltta m範  これはデイワー リーに続 く満月の日があたる.こ の日,村民たち

はデ リーの ジヤムナー河岸,ない しは,ガルムクテーシユフルのガンジス河岸で沐浴する。この日

沐浴すると罪障が洗い流 されるものと考えられている。沐浴後,貧者に食物を施 し,バ ラモンに布

施をする .

13 Ⅳしkar S血kranti 陽暦の元日にあたるが, この日はけんかの仲直 りをする日1/Cな つてい

る。嫁 と姑は早朝沐浴する。姑は村はずれの約束の場所へ行 つて待つ.姑は嫁とけんかをして家を

Jlた とい うわけで,嫁は約束の場所へ約束の時刻に行 き姑に詫びて連れ戻すことになる。この後 ,

嫁は姑に贈物を し,姑 lt祝福を与える。このような行事をするのは嫁入 り後 2, 3年経つてか らの

ことである。

14 BaSant Panchal■ i マーガ月の白半の 5日 にあたる。この日には黄色の着物を着るならわ

しであるが, そうする人は非常に少なぃ。高いカース トの人で断食する人がいる。この日からホー

リーの日tFC燃やす木や牛糞などを集め始める。

15 ShiV Ratriパ ースグナ月の黒半 13日 にあたる。この 日,男女 とも午后 2時まで断食す

る 食事をとる前に村のシヴア寺に詣でる。チヤマールとバンギーとは寺院に立入ることが認めら

れていないので,寺の外か ら祈 りを捧げる。
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16 HOli~L■llhaindiホ ー リーの翌 日がD121haindiで ぁる。女たちllCよ るといつ も男たちに

苦 しめられているのでこの日はその仕返 しをする自由の日だとい うことである。

以上のほかに創刊号に若干の祭 (ム スリムのも含め)について触れた個所があるので参 照され

たい。

イ ス ラ ム 教 徒 の 祭 り・

イスラム教徒の主な祭 りはムハ ツラム (lbharram),イ ー ドウル フイトウル(Id― u■―Fitr),

イー ドウツズハー (Id― uz― zlla)′ シヤベバ ラー ト (Shab― o一Barat)=そ れにギヤーラーウイー

ンシヤリーフ (ep″面五n‐arif)で ある。

ムハ ツテム祭は悲 しみに満ちたものであ り,殉教者ハズラ ト・ イマーム 。フサインを追悼 して

ムハ ツラム月 (イ スラム暦の正月)の十 日に行われるものである。 mharraで はタージ ヤーの行列

が見られる。この村のムスリムはそれに参加する。

イー ドウル フイ トルは ラマザーンの 30日 間の断食が明けた翌 日に行われる。牛乳 で煮た甘ぞ

うめん。牛手Lと 乾燥呆実でこしらえたシール,そ れに乾 Lぶどうとアーーモン ドを入れ香味やサフラ

ンなどで調味 したザル ダーと呼ばれるごはんがこの日の主な御馳走である。正后頃, この村のムス

リムはお祈 りを捧 げにバモー リー利 (バ ロー リー村か ら約 1マ イルの距離にある)の イー ドガーヘ

行 〈.

イー ドウツズハーはイブラーヒーム (ア プラハム)カ リーウンラーを追憶 L′ て祝われるもので

以前は牝牛がいけ17Fえ 1/Cさ れていたのだが,今 日では山羊がtrtけ にえに供される.イ ー ドウルフイ

トルの時と同様,みなはこの日お祈 りを捧げにイー ドガーに集まる。

0
l S村 及び K村のムス リムの祭 りの項には,いずれもムハ ツラム,シ ヤベバラー ト, ラマザー

ン,イ ー ドウツズハーについての言己述が昆られる。

シヤベバラー トはイスラム暦の 8月 (Shab轟 )の 14日 の夜に行われるもので先祖 の霊に菓子

やバ ンをお供えする。また,先祖の墓へ行つて祈 りを捧げる.

イー ドウ ツズハ~ (Id― uz一 Zha, Ia― a■ ― zご )ィ ス ラム暦の 12月 10日 に祝われ

るもので,ア プラハムが′自子 (イ スマイル)を犠牲に差 [1し たのを記念するもの。イ~ド ウルフイ

トル (竃d― u■ ― fitr)は ィスラム暦の 10月 1日 に ラマザーンの断食明けを祝うものである。

(K。 , P。 24)
俗 信 。

・
迷 信・

俗信 。迷信はわが国の地方の人々の生活に深 く浸透 してお り,教育ある人たちでさえその影響

を受けていないとはいえないほどである。どちらかといえば,女性のほ う力ゞ迷信深い。

旅立ちの際,次のようなことがあると不吉とされる。

(1)猫 が道を横切ること

(2)だれかが くLや みをすること

③ 犬が耳をひ よいと動かす こと



(0 片日の人に11会 うこと

(5)テ ーリニ
(油屋カース ト)に出会 うこと

(61 空の容器を持つた人Fc出 会 うこと

旅立ちの際に次のようなことがあれは, 目的が達せられるものと考えられている。

(1)も のの入つている容器を持つている人にJl会 うこと

(2)牛 の仔か結婚している女性に「 1会 うこと

13)シ ヤーマーと呼ばれる鳥を見ること

14)マ ングースが道を横切ること

次に示すのはある方角に出かける際,吉 。不吉と

不吉な日

日,金

月,土

水

木

吉 日

月,土

日,金

木

水

される曜日のことである。

方 角

西

東

Jヒ

南

同じ〈シヤカ暦の 1日 と16日 とに旅立ちするのは避けられる。

動物に伝染病が流行つた時には, malJpar Nib■ naの名で知 られている儀式が行われる。これ

はその伝染病を追払うためのものである。家畜を飼つている家はいずれもその儀式のためになにが

しかの寄付をする。屈強な青年が硫黄とか線香とか安息、香などに火を点じたものを金属製のほんに

のせ利を歩き回る。みなはささやきながらそれについて行 く。家畜のつながれているところへは残

らず行 く。村を一周 した後,その Kh:"arは村はずれの三うの道の合するところlFc埋 められる。

重い病気に罹つた際には,現金や大麦その他の穀物を施すのがよいとされる。時1/Cは 特定の神

に対し治癒の暁にはプージヤーとかカターを行 うとか, 2.5ア ンナとか 5ア ンナ,あ るいは 10

アンナとか20ア ンナといつたお金をお供えするとか約束することがある。

縁日や祝祭は家族の絆や村落や一族の団結を強化し砕認する機会を提供する。こうし′た機会に

村人たちは平凡で単調な村の生活から少 L解放された感じを受ける。このほか,村人たちは寄り集

い,神を念ずることもある。

0
l K村及び S村の記述にもここに記されているのとにとんど同種の俗信 。迷信が 見られる。

K村のムスリムはスンニー派に属するが,周囲のヒンドウーと同様に迷信深い.低 。P。 25)

村 落 組 織

数的にはローダーとムスリムのパターンがこの村の支配的なカース トである。経済的にも両者

はずいぶん裕福であり, この村のブレーン トラス トを成 している。 Ka■yalt Sinま Lodhey氏は19

49年から1956年 までGaon Sabhaの Pmdllan(長 )を勤めた。同じローダー・ カ ニ ス ト の

Janaki Prasaこ 氏はその後任者となつた。この二人とも無競争当選であつた。」anaki Prasad氏 は



1年半後,徴悦記録官の訓練を受けるため抜招されたため辞任した。nlJ PL′dhnの Burlhsen氏が代

行を勤めた。BudhSOn氏はその後 Pradhmに選出され 1961年 まで勤めた。これまですべて無競

争当選であつた。

1961年 1月 に行われたGaon Sabhaの 3度 目選挙ではいずれもローダー・ カ ー ス トの

Niratta Siu, 13udb sen及 びYad Ramの 3氏が Pradhanに立候補した。投票の直前に Yad Ram

氏が辞退したため,他の 2人の間で競われることになつた。結局, Nirttj an Singh氏が 54票の

差で勝つた。Gaon Sattaの議員は15名で,内訳はローダー13名, 」ataVa l名 ,ム スリム1名

である。

現在のPmdlE五 である皿ra蒟 範 Singll氏 は普涌教育を受けておらず,資産家でもない。初代の

Pradhctnを 勤めた L■yan Singh氏 はヒンデイー語で8年生までの学歴を有 しており,裕福な有力

者である。今なお,村でlr■ かなりの勢力を発揮 している。

選挙後,緊張感がみなぎつか .ゞ,今日も続いて1/1る 。時 ,々 Pradhanと 議員との間に激しい争

いが生ずる。

カ ー ス ト間 の 関 係・

ヒンドウー社会にあつては,個人の生活にカーストが大きな役割を果たす。そのため,カ ース

ト秩序で低 〈位置づけられているカース トはたいていのものが一段高〈なろうとする。たとえば,

ローダー・ カーストはラージブー トを自称し,バ ラーイー 。カーストはマイテイル 0ブ ラーフマン

を,掃除人 (バ ンギー)は ヴアール ミーキ聖の末裔を自称する。こうした主張は,よ り上位を得よ

うとするカース トがしつかりした組織を持つている場合にはカース ト間に緊張を生ずることがある。

ブラーフマン (バ ラモン)は Barhaiの家ではカツチヤニ料理
2は

受けないし,近 くの村々のラー

ジプー トはローダーの家で調理されたカツチヤー料理を受けない。自分たちのカーストの優位を主

張するためバラーイーはプラーフマンの調理した料理を一切食べない.ブラーフマンとローダーは

他カース トの者が調理した料理はギーを用いたもの以外食べない。ブラーフマンはドービー,バ ン

ギー,チ ヤマールもしくはジヤータヴアの家へは行かない。バンギー以外,ム スリムの調理したも

のを食べるヒンドウーはいない。

ジヤータヴア, ドービー及びバンギーは指定カース トに数えられる。これらのカース トの者は

他のカース トと交ることができず,普通,井戸を共用することができない。もつとも,子供たちは

他のカーストの子供たちと同じ学校で同じ教室で学ぶことができる。インド共和国憲法第十七条で

は不可触は廃 されており,いかなる形態の差別も禁じられている.1955年 の不可触制禁止法に

よれば,不可触制に基く差別行為は犯罪行為として裁判の対象となる。北部州寺院立入 り権布告法

は1956年 に公布された。教育の普及並びに社会的経済的諸条件の変化に伴い,高 カーストの指

定カース トに対する態度にも差別廃止の方向に向かつてわずかながら変化が生じてきている。指定

カース トの人たちはもはや高カース トの人たちによる差別行為lFc対する憤りを表明するのに気がね

したりはしない。彼ら自身も家を片付けたり清潔にしたり,獣皮はぎなどのような不潔な仕事をや



めるなど生活様式を変えてきている。他方, 二般に高カース トの者たちは不可触民との完全な没交i

渉の態度をやわらげてきている。たとえば,ジ ヤータヴアに触れたブラーフマンはガンジス河の水

はおろか普通の水を用いての機落 Lと しての沐浴もLな くなつてきている。各種行事の際llC村 のヒ

ンドウー寺院への不司角1民の立入りを厳禁することはなくなつてきている。

この不可触制は古くからのものであリインド社会のすみずみにまで深 く根をおろし́ている.不

幸にもこの問題の主要な点はこの不可触制が不可触民自身によつて行われていることである。ジヤ

ータヴアは,不潔な職業に従事しているとしてバンギーを軽蔑し,バ ンギーの手から食物や水を受

けないし,交わることもない
3

-般にいつまでも長引くようような種類のカースト間の不和は見られない.概 してカースト間

の関係はかなりよい。

0
l K村においては, ヒンドウーとムスリムとの関係は良好である.両者は親し〈交 り,喜びや

悲 Lみ、を分かち合 う。■層カース ト間には社会的なあつれきは見られない。カースト間に交流があ

るが,食 事につt/・ て言えば, 自分より高いカーストの者からしか食物は受けない。上層カース トの

者はハリジヤンやムスリムから食物を受けない。チヤマールとパーシーの間にもまた,ム スリムと

ハ リジヤンの間17Cも 食事を共にすることはない。 (K。 ,P。 25)

2 水を用いておl理 されたものをカツチヤー (Kachcha)と 呼ぶ。これに対し,ギー (精製 Lた

バター)を 用t/・ てお1理 したものをパツカー (Patta)と 呼ぶ.パ ツカニ料理や野菜,料理されてい

ない穀類や煎つた穀額などを低カーストの者や異教徒から受けても「汚染」されることはない, と

される。

3 0村の報告書 lllこ の点に触れ次のような統計と解説を付してt/・ る。

カ ー ス ト間 の結 婚 を 望 ま しい と考 え る か 否 か

次の結婚関係を望ま しいとする所帯数

所帯数  自分のカース トよ  自分のカース トよ  すべてのカース ト

リも高いものとの  りも低い ものとの  との

カ ー ス ト

0■amar

Ouj ar

R巧 3Dut

Bttin

Frlangi

Nai

Baniya

Gosa■ n

」at

Sunar

441

31

19

20

9

9

5

6

1

1

27

1

５

　

３

　

一



ndera            1                1                    __                   一

Kul■■ar           l              l                  ―                  ―

Muslin1           2              -

経済的176同等で異カース トとの間の結婚について賛否を問うたところ上の統計と全 〈同じ数字

が得 られた.す なわち, 自分 より高いカース トとの間であればょい,と い うのである.チ ヤマール

lllグ ージヤルやバラモンとの結婚ならよいとするのであるがバンギーとの結婚には応 じようとしな

ぃのである。なお,異カース ト間の結婚を認めるか否かを問うた別の統言:ではどの力,ス トにもだ

れ一人それを認めるとは答えていない。 (G.,PP.152-154)

民 主 的 地 方 分 権 機 関

この村では次のような民主的iL方分l■

~機
関が機能 して 1/・ る。

ll)  Gaon Panchabrat

12) Nycaya Pancllctyat

O) Gaon Sa輌

Gaon Panchayat (本 ]`蚤 )

北部州 (U.P)て は U.P。 バンチヤーヤツト0ラ ージ法 (1947年 )に基き村落バンチ

ヤーヤツトが設立された。バン■ヤーヤツト設立の基本になつているのは,地方に一種の地方自治

体を設立 。発展させ,村落住民が村落行政及び発展に必要な訓練を受り,政府機関に依存 Lす ぎる

ことな〈村落共同体に再び活を入れ,人 々に自立 0 3fJ力 の精神を浸透せしめて自分たちの境遅の改

善に向わせるという考えであつた。同様にWaya PttCLyatが設けられたのlrl,こ れが村民間の紛

争を都市の裁判所でのむずかしい複染1な 手続きを経ないて地方の事情に精通している代理機関を介

ヒ′てかなりの程度まで処 llIす る地方法廷としての機能を発17す ることが期待されたからである.

U.F o Panchayat Raj法 の規定によれば,各 GaOn Pancll町atは その経済的条件の許す限り次

項日について所管の範囲内で適当な規定を設ける義務を負うている。

(a)公道の建設,修理,維持,清掃,照明

lb)医療救済

←)衛生並びに疫病の憂延防止のため治療及び予防措置を講ずること

(d)qaOn sabLに 属するが 運営を移譲される建物その他の財産の維札 保存,管理

(o)世 1生,死亡,結婚の記録並びに同法の第九条に規定されている記録の保持

(⇒ 公道や広場,それに Gaon Sabhaが委任された財産の侵害除去

(g)遺体,動物の死骸,そ の他厄介な物の処理場の指定

lh)州政府 もしくは県当局 (Zi■a Parishaa)の 管轄外のもので当該地域内の縁日や市の調整。

ただし, 1938年 Uo Po Mo■as A9tの 規定に反しないものとする

(i)小学校の設立 。維持

(j)管 轄区域内の住民の公益のため公共牧革地や土地の設定 維持,管理



lkl 飲料′洗濯用,水浴用の水の供給のため井戸 。貯水場 。池の建設,修理,維持 .飲料水の

水源の調整

(■)新築,増改築の規制

lml 農工商の発展援助

ln)消火活動並びに火災事の生命財産の防護

(o)民事並びに刑事裁判

0 規定による畜産調査,匡1勢調査,そ の他統計記録の保存

(q)母子の福祉

(⇒ 肥料の保存場所,皮革のなめ Lや加工所の割当て

(s)Uo P.Pancttat法,あ るいは,そ の他の法によつて Gaon Sabhaが課せられているその

他一切の義務の遂行

(t)第 一級森林並びに Kaiser― i― Hind森林,荒蕪地 ζ BOnap),用 水路,水飲み場の維持

0管理

Gaon Sablla(村 民会議)は全成人,すなわち,当該地域 内に定住 している満 21歳以上の人 々

にょつて構成される,イ ン ド国籍を持たぬ者,明 らかに精神異常の認められる者はその成員になれ

ない 。次に該当す るものlrl oaOn sabha,亀 on Panchayat,も しくは,町 鋼爆 Panchay試 のす1何な る

役職に も選μlさ れた り指定 された りする資格 を持たない 。

(a 州政府,中央政府もしくは地方当局の管轄下のなんらかの利益を伴 う地位にある者

l■
l)Gaon Sabhaも しくはlWaya Panchttatで 給料を受けている者

(c)違 法行為のため州政府,中央政府, もしくは地方当局から解雇された者

(d)規定期間内の Gaon Srabhaの 税金,手数料等の支払いを滞納 している者

(0 ライ病に罹 つている者

(f)不免責の破産者

(g)背徳行為も含む犯罪で有罪とされた者

ll・1 1946年 の必需物質統制令 ζ thO Essettia■ 詭
"lies Act,1946,時

限立法), も

しくは, U. P。  物質統制令 (the uoP.00ntro■  of Sュpp■ ios Act, 1 9 4 7, 日寺限立法)の令

状違反のため 6ケ 月以上の禁鋼刑に処せられた者

(i)1898年 刑事訴訟法第 109条 もL〈 は第 110条により拘禁されたことのある者

6)選挙違反で有罪とされた者

(kl 社会差別廃止法 r tlle Remova■ of SOcia■ disabi■itios Act)に より有罪とされた者

なお,上記のに),0,(g),lhl,(■ ),0)及びllC)の 該当者は州政府により資格を復活 してもらうこ

とができる .

Pancllaytt Secrotawは Gaon Sabhaの選挙人名簿を作成する.総選挙の行われる際,地方長

官 (District Magistate)は 選挙管理委員長 (Director of Eledtion)の 指示により委員長の指

示する期日までに各選挙区に対しプラダーン (Pradi島 )(Gaon Sabhaの執行機関である Gaon

70



Pa nchayatの 長)並びに議員を選Jlす るように要請する.地方長官は候補者届口1,届 JI調査,予備

辞退,投票の日定や場所を決定する。

U.Po Panchttat Raj法 施行後, 3度選挙が行われた。最近には 1961年 1月 に行われた。

以前 選[1は挙手によつていたが, Pradhanの 場合,今ではやめにな つてお り秘密投票によつて行

われる。議員の選μlは 挙手によつて行われている。

バローリー村は単独で Gaon Sabhaと Parlchりatを有 している。 1961年 1月 の選挙では ,

Gaon Sabhaの 執行機関である GaOn Panchay‐ atの長,すなわち, Pradhanと 15名の議員が選どIさ

れた.こ のうち Pra Ch枷 と13名の議員はローダー・ カース トに属 L, 1名はジヤータヴア, 1名

はムス リム｀
である。

この村に Pancmyatが 設立されて以来,次のような事業が行われた。

′
年 度      事 業    補助金   一般献金   費用総額

1954-62 舗 道 建 設  8802,042.382,932.38
(2 017フ イート)

1959-60  井 戸 1本 建設   460  181.00  591.00

1962-63  古井戸 1本修理       250.00   250.00

19う 4-62 下 水 道 建 設  460  131.00  591.00

バンテヤーヤツトの課税による平 1/」年収は約 200ル ピーである。1959-60年 度 )゙バ ン

ナヤーヤ メト税は 176.57ル ビーで, 1960-61年 度は 192.88ル ピーに増 した。

1961-62年 度は 215。 13ル ピーにまで達 している。

Gaon ttmaの メンバーは派閥心のため村の向上には稜極的ならヨ′さを示さない。会合にさえあ

ま りJl席 しようとしない。

1962年 1月 ?日 現在のパンチヤーヤ ツトの現金帳簿によれば,現金残高は 1,527`09

ル ピーである.1, 284.53ル ビーは郵便貯金に預入れられてお り, 241.72ル ピーは

Pradhmが管理 してお り, 0.84ル ビーは帳簿残金 とな つていた。

Ny‐等a Panchattt(司 法パンチヤーヤツトナ
バロー リー村には Nya■‐a PancLyatの 本部が置かれている。 Sir。■a村の Ram Sarall氏 が 10

年来, Sarpancl■ (司法パンチヤーヤツトの委員長)を して きている。バロー リー村の Ram Charan

氏 と SbOr Singl■ Lodhey氏 との 2名が PartCh(委員)を していた。1961-62年 度にはこに)村

では一件の提訴 もなかつた.1960年 度には刑事事件 と民事事件がそれぞれ一件あ り,  llyaya

Pallchay就 ヵゞ裁決を下 した。

刑事事件は イン ド刑法第 323条 2に
基 きAngad Lodheyが Revtti Loclh等 を告訴 したもので

あるが,示談解決 した。民事事件はブラー フマンの moorey La■ がローダーの TOta■ R訥 を21.

94ル ピーの借金返済をしなかつたとして訴え世1た ものであるが, PanChayatは それを却下 した .

Gaon Sanlaj



北部州におけるザミーングーリー制の廃止に伴い通路,荒蕪It_1居住几地,そ の他公共用地の

所有権は Gaon Sanajに 委ねられることになつた。この村にl_GaOn Samaj の定期的な収入源とな

る土地は /4‐ い.土地の区画整理が行われた際,下記の土地が公共用地として GaOn sam萄  に帰民す

ることが認め られた .

Gaon Samajの 土 地

居住地 (一   般 )

″ (ハ リジヤン )

″ (農 業労働者 )

肥  料  貯  蔵  所

バンチヤーヤツト事務所

寺院付属宿泊所並びに庭

小 学 校
`男

子 )

男  子 運 動 場

家 校 菜 園

小 学 校 (女 子 )

女  子 運  動 場

ム ス リ ム 埋 葬 地

ヒ ン ド ウ ー 火 葬 場

家 庭 用 粘 土 採 取 場

通        路

整 地 用 農 道

動 物 死 体 処 理 場

下 水 道 並 び に 用 水 路

そ    の    他

0
1 低いカース トはそれぞれ独自のパンチヤーヤツト,すなわち, ビラーダリーと呼ばれる組織

を持つており,家族間のいさかいとがこそどろによる盗み,あ るいは,情交といつた類のもめごと

を解決してきている。これはカース トの成員に品行を正し道義を保持せしめる上で力を発揮してき

た。一つあるいは幾つかの村が集まつて一つのパンチヤーヤツトを持つている。

このパンチヤーヤツトの長はチヨー ドリーと呼ばれ,その地位は世襲である.男 子の後継ぎが

いない場合には近親の男子が後継者となる。チヨー ドリーはパンチヤーヤツトを招集し,司会する。

会合は普通夜,主たる当事者の居住する村で開かれる。有罪とされるとその人は同カーストのロー

ターから水を受けられず,同 じさせるを使用させてもらえな〈なる。もつとも,こ のビラーダリー

に馳走をして赦免してもらうこともできる。

ビーガー

(Biまa)

16

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

6

2

0

3

6

面   積

ビス ワー

(BisIA7a)

17

5

0

11

3

4

3

3

6

4

4

13

2

4

2

10

2

4

7

ビス ワー ンシー

(Biswansi)

17

0

10

0

0

0

0

0

0

0

0

10

15

0

10

15

0

7

18

72



チヤマールとパーシーのカース ト●パンチヤJ『ツトは有力である.Prttag hnヵ チゞヤマールの

チ ヨー ドリーであり, TiPtlと Ram Bhaj枷 が補佐する.必要に応 じて招集される.1961年 には

3件 を処理 した。

この村のパーーシーは D釧叩ur村 のカース ト●バンチヤーヤツ トの下にある。1961に はバン

チヤーヤツトに持ち11さ れた事件 lt 1//1も な0/・ . rK.,P,25)

チヤマールのカース トCバ ンチヤーヤ ツトは有力でその下に 12ケ村が入 つている。 `争 。

1960-61年 には一度 も招集されていない。

メフタルのパンチヤーヤ ツトは村内の事件1のみ扱 うが遇夫数年間招集されたことはない。

Caon Panchり atと Nya■/a Panchal‐ atの設立 17aょ 19そ の支配力が弱まつたとはいえ,今なおカ

ース ト成員の道義保持に力を発揮 している.(S,,P,31)

2 1年 以下の徴役 1,L〈 は 1千ルビー以下の罰金,あ るいは,徴役と罰金の両方が適用される

傷害罪 .

任 意 団 体

このl・lには青年クラブがあり, 22名が活動に参加 L´ て t/・ る。N.Eo S.B■ ook ll青年たちの

レクリエーシ ヨンにバ レー ●ボールを贈 つた.ま た,贅歌詠唱会 も結成されており,昨年はブロツ

ク内の競演会に出て鼓 と火鋏を賞品にもらつた。この村の女性指導員は婦人福社会をお1織 した、こ

ねには十余人の会員が活動している.会員たちは時々集まつては文化活動を計画する。 N.E.S.

B■ ockは この会に・リー ドオルガン,カ ルタール,マ ンジーラー,竹笛,鼓を支給 Lた 。この村の協

同組合は地域の共同ラジオを持つて t/・ るが, 1962年 の 11月 現在役立 ,て いない。バ ツテリー

をかえねばならぬのである。

教 育 機 関

この村には Pa■ Bariと 呼ばれる児童の教育機関を除いては教育機卜tは 一つもない.こ れは

1961年 に N.E.S.Blockのすすめによつて設立されたもので,女 子農村指導員が四年生まで

の児童 (男子 5人,女子 19人)24人 を教えている。農村指導員は N.E.S.Blockか ら20ル ピ

ー,バ ンチヤーヤ ツト基金から5ル ピーを毎月支給されている.ま た女子成人教育 も行われてお り

これまで 9人の来婚の女子と 5人 の高齢の婦人が教育を受けた。

1962年 9月 にこの村に配属された農村指導員は 15人の婦人に縫い ものを, 10人の婦人

に編み ものを, 6人の婦人に簡易ベ ツドのひも編みを指導 した.数人の小女はこの指導員からかぎ

針編みを習つている。農村指導者センター1/C婦 人たちのため |‐Cミ シンが 2台設置されている。

小学校,中学校,高等学校は Ol・harraにある .

テヤーラーの家族計画センターの女性指導員が定期的にこの本」を訪れ,家族計画について啓発

し避妊器具の用法について指導する。このセンターは り960年 12月 18日 に設立 されたもので

かな りの活動を してきている.指導員の言によれば主婦たちの反応はかな りよいとのことである .



調査時点では 27人の主婦が避姫器具を使用 していた。指導員にとつて主な難題は一家の年長の婦

人や男子の協力が得られぬ点にある。これらの人に家族計画の必要性を納得させることが難問であ

る。この家族計画センターは医官の指揮下基礎保健本部に付属している。断種手術の設備はなく,

希望者はア リーガルヘ行かねばならない。

持 参 金・

持参金禁止の法律はそれを強制する有効な手段がないためこの村の住民たちにとつては死文化

している。これは一家の経済状態に応じて贈られるものであり,普通=前 もつて決められているわ

けではない。持参金のため娘の家族が困窮する 1//1は なかつた。また持参金のため借金をしたとい

う例も見られなかつた。

③

1 持参金の風習は違法行為 とされたのであるが,利人たちはそれを知 らない。これはヒンドウ

ーの間に行わオ1て いる.金額については一定の規Fllと いつたものはな く,花嫁の父親の地位や財産

によつて異なる。これは普通,現金で贈 られるが,装身具,衣類,器具などの現物でも贈られる。

次の表は過去 10年間 (1951-61)に おける持参金をカース ト別に見た ものである。

カ ー ス ト

Bral■ :nin

Ra」 put

Khattri

Rorh

Gadaria

Barha i

Lohar

Kunhar

IOllar

Ellobi

Chamar

llohtar

Ansari

To■ i

Nai

Mira si

Firai

計

娘の結婚の際,持
参金 を贈つた所帯

2

3

1

2

2

16

2

1

14

1

1

64

74

金   額

rル ピー)

全 体  比

%

3.4

54.6

3, 8

2. 5

3. 1

1. 9

8.6

1. 3

10.0

0。 9

0。  1

14,6

0。 1

0。 1

100

所 帯  数

7

■ 1

2

1

7

8

1

5

5

2

63

11

1

38

2

3

8

200

3             2,

15       43,

1               3,

700

500

000

000

500

500

900

000

690

700

100

590

100

100

650

2,

2,

1,

2,

1,

7,



ムアリムは普通,娘の嫁入り1/Cは 装身具や器具,衣類,家具などを持たせる。 (S,,P.34)

持参金制度を禁ずる法律 (‐O Dowry Prohbition Act, 1961)力 成ゞ立しているが,こ れ

について G村の報告書に次のような統計が見られる。 (G.,P。 145)

カ ー ス ト

Chamar

Guj ar

Ra]put

Brahmin

Bllangi

Nai

Balliya

Gosa■n

」at

Sunar

Kacle ra

Kurnhar

lius■ inl

計

カー ス ト  所帯 数

Chamar       4 4

Guj ar        3 1

Rajput        1 9

Br」■min     20

Bhang■           9

Nai            9

0。 Sa■n         6

所 帯 数  現在の制度に  任意の制度であつ

反対するもの  ても反対するもの
持参金制度禁止法

を知つているもの

5        31

-       27

-       15

-       17

3                   5

2                 6

1                 5

■             5

-         1

-         1

-         1

-         2

-                2

12      116

(P。 1416)

持参金のおよその金額  所帯当平均額
(ル ピー)     (ル ピー)

5, 800        1, 160

8, 650       2, 162

4, 100        2, 050

6, 050       2, 017

2, 500       1, 250

1, 400       1, 400

1, 750        1, 750

44

31

19

20

9

9

5

6

1

1

1

1

2

1449

41

31

19

18

8

7

5

6

1

1

1

1

2

141

次ほ娘を結婚させた所帯についての統計である .

//Rを 嫁に出した〕滞

5

4

2

3

2

1

1

1955年 ヒ ン ド ウ ー 婚 姻 法

1955年 ヒン ドウー婚姻法の条項についての認識 を持つている人は俸かである。結婚年齢の

条項は守 られるよりも破 られるほ うが多い。こうした違反行為は一度 も起訴 されたことはな い。し

たがつてこの法の条項はシヤールダー法 (‐e sarda Act)同 様死文 と化 している。



1956年 ヒ ン ド ウ ーー養 子 。 扶 養 法 l

この法律 (1956年 法律第 78号)の あることを知 つている者はだれ もいなか つた ,

0
1 翫 O Hindu Aこ opt■ons ttd bttintenance Act,1956 これは 1956年 12月 21日 に施

行 された。これにより,女性 lrcも 養子をとる資格と養子になる資格が 与え られたほか,宗教的儀式

を しな くても養子縁組が有効なものとされ,ま た,転宗 しても扶養を受ける権利を保持するなどの

諸点が改定された。

1956年 ヒ ン ド ウ ー 相 続 法・

1956年 ヒン ドウー相続法 (1956年 法律第 30号)の条頂を知 つている者は 1名 もいな

かった。ヒン ドウー全所帯 170戸 の戸主に息子 と娘の平等な相続に対す る態度につ き質問をした。

3 2メ、(1 8 %一―一Ba・・lla」 2ノ、,  Brallnlin 2ノ ,ヽ  JataVa 6メ、,  Kayastha lノ ヘ、,  Nai l人 , Lodl■ey

l人 , Dl・●bi l人 )力 娘ゞは慮子と平等な相続権を持つとした。今日までのところ娘が唐子と半等

な相続を受けた例は一つ もない。姓たち自身が親や兄弟との仲を悪 くLて までこの新 しい権利を主

張 しない。

0
l   The Hindu SuccoSSiOn Act, 1 9 5 6

従来 ヒン ドウー相続法には大略二つの権威があつたが, これにより遺言証書のない相続につい

てすべての ヒン ドウーに統一的な法律が適用 されるようになり, また,女子 も遺産相統格を与ぇ ら

れた。

相統に関 しては G村 の報告が詳 しいので次に記す。 (G。 ,PP.131-135)  .

我 々の得た角1識によると遺産の相続様式は多分に慣習法並びに判例に準拠 Lて いる.面i接調査

Lた ところにとんど全員が慣習法につt/・ ては知 つていたが,い くつかの判例は知らなかつた .

慣習法によると遺産に対 し息子たちが平等な相紙権を有するものとされる。息子たちが (18

歳以下の)Jミ成年者の場合,遺産は息子たちが成人するまで一種の管財人 となろ母親の手に委ね ら

れる。男子の相続人のない場合,妻が再婚 L′ ない限 り生涯その遺産を利用することができる。妻の

死後,遺産は故人の兄弟が分け合 う。故人に男子の相続人がな く,配偶者が死亡 している場合,遺

産は故人の兄弟が平等 lFc分 け合 う。だが,故人に兄弟のない場合 遺産は故人の父方の縁者が故人

との親近の度によつて分け合 うことになる。このように慣習法では娘や姉妹,そ の他女子の縁者に

は遺産の相続権はない。もつとも,その遺産を相続 した者は道義的 。法律的に故人の夫婚の娘を扶

養 し結婚させる義務を負 つていた。村人たちFCよ ればこれは厳 しく守 られて きたところであり, そ

のような未婚の娘を見捨てたような男は一人 もいなかつたとい うことである。

縁者の間に遺産の相続分について問題の生 じた場合には,大体上に説明 した慣習法に則つて裁

判所が判定を下 して きた。

各世帯の戸主に,遺産相続人と相続分について質 FnIIし てみた。



現 行 の 遺 産 相 続

カースト     世 帯 数   各自
?カ

ースト内で次の者が相続権を持つとする

息子   娘   妻   わからな t/・

Cha■ar

Guj ar

Ra」 lDut

Ertthnin

Bllatti

Nai

Bal■ya

Gosa■n

」at

Sttnar

K,こ o■a

mュ r■la r

Vlus■ im

計

19     19      4

20      20       8

9               9               2

9               9               1

5               5               3

6               6               1

1                 1

44

31

1

1

1

471       6

31       7

1

1                  1

1

2              2

149     1`L9      33

相 続 人 と 相 続 分

カー ス ト  世帯数      下  の  相  続  方  法  に  よ  る _

息子たち  娘 も意、子  息子のな  息子 と妻の  わか らない

が平等に  と平等 1/a  ぃ場合妻  ない場合 ,

相  続  相  続  が相 続  兄弟が相続

Chamar       4 4         4 4                     2 3           4 4

0uj ar         3 1         3 1                     3 1           3 1

R“ lnut   19    19         17     19
Braillllin      2 0         2 0                     1 1           2 0

Bhangi          9           9                        2              9

Na■            9          9                      4            9

Baniya          5           5                       5             5

0oSain          6           6                       8             6

Jat             l           l                       l             l

Suna r          l          l                     l

Kadera          l            l

Kuコ1lar          l           l

Whs■iln        2

計    149   147         98    141?
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ムスリムは長男のみが相続すると答えた。 1956年 ヒン ドウー相続法によると,次の3つの

原則|に より遺言証書を作成せず死亡した男子の遺産は息子,llJt,寡 婦,母,先に死亡 した息、子の息

孔 先に死亡 した娘の息子,先に死んだ息子の娘,な どに相続される。

(al 寡婦が1人以上の場合,一相続分を共同で取得する。

(b)故人の息子や娘たち及び母は各自一相続分を取得する。

(c)先に死亡した息子もしくは娘たちのそれぞれの系統をひ〈相続人たちは彼らの間で一相続

分を取得する。

こうL.た変 fヒ について各世帯の戸主にこの法律の主要な条項についての認識度を調査してみた。

カースト   世帯数  ヒンドウー養子法  ヒンドウー相続法  ヒンドウー相続法

に改正のあつたこ  1/C改 正のあつたの  改正の内容を正確

とを知 つている   を知つている に知つている

娘が息子と等しく遣産相続することについて質問してみたところ,カ ーストとか財産には関係

く大多数がこれに強 〈反対した .

Ohamar         4 4

Guj ar           3 1

Rajput         1 9

Br甑維n       20

Bhang■            9

Nai              9

Bcan■ya           5

Gosa■n           6

Jat                l

Sunar           i

lCadera            l

ICulnhar         l

〕はs■ im        2

計      149

カー ス ト

Chalta r

G■iar

ヨajput

Brahmin

Bhttgi

Nai

Bal亘ya

娘にも平等であ

つてよいとする

10

1

4

1

8

1

78

娘 に も平等 な こ

とに反対す る

34

30

15

19

1

8

5

4

19

12

8

1

4

8

1

52

世帯 数

44

31

19

20

9

9

5



Gosain

I「at

Sttnar

Kad ora

Khmha r

Mus■ inl

計

6

1

1

1

1

2

149

1

1

2

29

６

　

１

　

一

一
　

１

120

娘の相続1/C反対する人たちが主として主張するのは,農民の主たる財産は土地であり,それを

他村に嫁ぐ娘に分け与えても結局は売却するなどしかな く管理 しえない (D3■hi la1ld Roforlns Act

of 1954な どの制約 もあり)と いうことや小さな土地を細分することになるということなどで

ある.ま た,娘は夫の財産を分有できるのであるから父親の財産まで分け争‐える必要はないとt/3う

考えもある。さらに,一部にはこの相続法によつて兄弟と姉妹の間に悪感情を生ぜしめ,姉妹が従

来得ていた尊厳を失うことになるとして強硬に反対する意見もある .

不 可 触 制
l

不可触制はヒンドウー社会に深 〈根をおろした古 くからの制度である。1955年 不可触需1差

別禁止法 (‐O UntOuchability Offonces Act, 1955)が あるにもかかわらずこれは今なお存

続 している。いかなる形態の不可触制差別行為も犯罪行為とするこの法律の存在について 196戸

の全所帯主に質問した.う ち94所帯主 r47.9%)が この法律の存在を知つている旨答えた。

指定カース ト26所帯のうち18戸はこの法律の条項を知らなかつた.こ の法律に違反したため起

訴された例はない.立法措置によつてはこの不可触制は多分廃 されないであろう。わけても法律の

条項がlrJJ行 されない場合にはそうである。

0
1 差別禁止法がル)る にもかかわらず, 鮨htarは 村の中で「不可触民」として扱われている。

chamrや Dhobi,それにMehtarは社会生活上差」|を 受けており寺院への立入りや宗教関係の集会

にJl席 できない。バラモンはこれらのカーストの家庭へ行つて結婚式や法事をとり行つたりしない。

(S., P.34)

村人たちによれば不可触制は大昔から存在 しているものであり,高い カー ス トの者はt/hわ ゆる

不可触カース トに対する差別を不当な ものとは考えていない.彼 らによればそれは生活様式なので

ある。我 々が調査 したところでは, これ ら不可触カース トは高いカース トlFc常に権利 を奪われ,抑

圧 され,搾取されてきた。たとえば, 五C jatと か nic k(q)aum と呼ばれる不可触 カーストは共

同の井戸から水を汲めず,寺院に立入ることを許 されず=いわゆる高いカース トの人 と一緒に水 を

飲んだ り,煙草を喫つた りできず,ま た,仕事以外には高いカース トの人の家に入れず,高いカー

ス トの人と同 じような席につ くことも許されなかつた。たとえ経済的に上位であつて も同じことで



ある。そればかりが高いカーストの者は不可触民の結婚式や行事にど1席 しなかつた.「不可触刷

はまた, Nai 鯉 髪師)と PurOhit(祭司)の サービスを受けられなかつた.こ の村ではチヤマール

とバンギーは自分たちだけの理髪師を備い, プローヒトについてはプローヒトに依頼せずにすませ

るか,仲間の中からだれかにその役割を呆たしてもらうかしてきた。・・。

現在,村民たちはだれしも実際の差別行為が減少してきているという見解に立つているが,高

いカーストの者は国がいわゆる「不可側 カーストと同等になるよう強制しており, Йく可触則

はそれに勢いを得て高いカーストに対し挑戦的な態度をとるようになつてきたとし́て,憤慨してい

る。 000

不 可 触 制 に 関 す る 調 査

カー ス ト 世帯数 差別禁上の法 差別が    差   別   の   形   態

律があるr/Dを あると 食事 を 井 戸を させる 食器に
′

同席 で 儀式 に

知 つている  する者 共に し 共用 し を共用 触れ ら きない 参列 で

ない  ない   しない れない     きな t/・

Cha1lar     44         44    44    44    44    44    44    44    44

Gllj ar       31           31     13     13     17     31     11

Raj put      19           19     11       4     14     19     16

Brahinin     20           20     18     15     19     20     20      3

Bhangi        9             9       9       9       9       9       9       9      9

Nai          9             9      3       2       4       9       4              5

Baniya 5 5 2 3 5 5 5 5

Gosain        6             6       2       2       2       6       4              41

」at           1              1       1                        1       3               1

Sullar        l             1       1                       1       1              1

Ktl・■■ar        l             l                       l       l                      l

〕hslim       2           2                                                 1

計     148     148  104   92  115  146  117   56  71

〔この統計 の合計の数字が間違 つていたC)で その範囲で訂正 しておいた。なお, nderaに ついて

の記載 もない一― 註者 )

不可触制に基 〈差別に変化の生 じた例を示すと次の ような ものが数え られる。いわゆる不可触

民に触れれば不浄になると考え られていたのである力ヽ 現在ではチヤマール とバラモ ンが乗合馬車

に同席するのを奇異に感 じた り,不浄になることを懸念 した りす ることがな くなつて きている。時

には高いカーフトの者が「不可触民」の自転車に乗せてもらうことがある.ま た,学校では全く差

別は見られず,子供たちは席を同じくしている。・ 。・

しかしながら,幾つかの理由ていわゆる高いカーストの者たちは「不可触民」に対する政府の

救済措置を苦々しく思つている。彼らが最も不服を言うのは指定カーストに対する住宅資金の融資

措置である。次に不満なのは, Gaon Pttchayatやその他の機関における特別保留議席の制度であ

80



る。また,こ れ ら指定カース トの子弟に学用 1鴇 費とか衣服費として特別の奨学金が 与え られること

にも強 く不満であ り, 自分たちも同様な恩恵を与・え られるべきだと考えて t/bる 。  (G。 ,PP。

143-144)

ザ ミ ー ン ダ ー リ ー 制 廃 止

ザ ミーングー リー制の廃止ll住 民の社会生活に急激な変化を もたらした。村人たちはザ ミーン

グールやその代理人たちの抑圧を受けな くなつた。苦役にかりだされることもなくなつた.自分の

耕作する土地の所有者 となつたのである。土地に永久的な改良を加えることもできる。強制労働は

な くなつた。自由の空気が隷従の息詰まる空気にとつてftわ つた .

第  5  章

結 語  ( 省略 )
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